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社会福祉センターが移転しました
問合先　高齢介護課

　昭和48年に建設された旧社会福祉セン
ターは、老朽化のため旧保健センター跡（中
庄）へ移転し、10月23日㈪より新たにオー
プンしました。
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　8月19日㈯の午前、プラハの日本大使館の広報文化セ
ンターを会場に、在チェコ日本国大使の嶋﨑ご夫妻を
はじめ関係者の方にミニコンサートを開催し歌を披露
しました。コンサート終了後、大使夫妻に泉佐野産の
タオルマフラーとタオル筆で描いた絵を贈呈しました。

　8月20日 ㈰ は、
いよいよイトロと
の合同コンサート
です。たくさんの
人が見に来てくれ
ました。

　泉佐野合唱団がゆかた姿で歌い、その後少女合唱団
イトロが歌っている間に制服に着替えて再び登場して
歌います。最後はイトロと一緒に歌いました。
　「夏は来ぬ」などの童謡・唱歌のメドレーや「ふる
さと」、またチェコの歌「モルダゥ」などを演奏し、
大きな拍手をいただきました。最後は「イトロ」と一
緒に「おお牧場はみどり」をチェコ語と日本語で歌い、
国際交流の素晴らしい場となりました。

　ホストファミリーとのお別れの日、イトロの団員
やホームステイでお世話になったみなさんは、帰り
のバスに乗る直前まで見送りをしてくれました。
　今回のチェコ訪問は、合唱団にとってとても貴重
な体験となりました。

　8月19日㈯の午後はパルドゥビツェへ移動し、そ
こで活動している少年合唱団とのジョイントコン
サートを行いました。泉佐野の合唱団は、ゆかた姿
で歌を披露し、その後少年合唱団が登場。その間に
制服に着替えて再度登場しました。

　泉佐野市少年少女合唱団は、昨年の12月　泉佐野市少年少女合唱団は、昨年の12月
にエブノ泉の森ホールで公演を行ったチェにエブノ泉の森ホールで公演を行ったチェ
コ少女合唱団「イトロ」のあるチェコ共和コ少女合唱団「イトロ」のあるチェコ共和
国で公演を行いました。国で公演を行いました。
　泉佐野市少年少女合唱団は、「イトロ」と　泉佐野市少年少女合唱団は、「イトロ」と
平成19年より共演やホームステイなどの交平成19年より共演やホームステイなどの交
流を3回行っています。今回、8月17日㈭流を3回行っています。今回、8月17日㈭
～ 23日㈬の7日間で、プラハにある日本大～ 23日㈬の7日間で、プラハにある日本大
使館での公演や、「イトロ」の本拠地である使館での公演や、「イトロ」の本拠地である
フラデツクラーロヴェーと少年合唱団「ボフラデツクラーロヴェーと少年合唱団「ボ
ニファンテス」の活動する近郊の街パルドゥニファンテス」の活動する近郊の街パルドゥ
ビツェで、ジョイントコンサートを行うたビツェで、ジョイントコンサートを行うた
めに訪問しました。めに訪問しました。

泉佐野市少年少女合唱団が
チェコ共和国で公演

問合先　生涯学習課
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泉佐野市国際都市宣言記念事業
～IZUMISANOから世界へ～

　本年3月23日に宣言した「国際都市宣言」の宣言文を広く市民に周知
するため、記念事業を開催します。（友好都市の音楽演奏など）
日時　12月9日㈯ 午後1時30分～3時
場所　いこらも～る泉佐野 1階特設会場
内容　宣言文の披露、二胡（中国の伝統楽器）・馬頭琴（モンゴルの伝
統楽器）の演奏、海外文化の紹介
協力　NPO法人 泉佐野地球交流協会（ica）
問合先　市民協働課
※申込不要、参加無料

　初めまして、2017年9月から泉佐野市の国際交
流員として勤務しております、趙　鑑（チョウ・カン）
と申します。
　今年の6月に泉佐野市と友好都市提携を締結した中
国成都市新都区から派遣されました。
　「趙」は中国の名字で中国の古い国の名前でもあり
ます。「鑑」の中国語意味は毎日、自分自身を見て反
省することです。鏡と同じ意味です。
　トラ年生まれで、趣味は水泳と囲碁です。好きな言
葉は「やればできる」「好きこそ物の上手なれ」です。
好きな日本料理は刺身と牛丼です。
　来日は6回目で、中国蘇州の日本資本の企業でソフ

トウェア・エンジニアを担当していた時、研修で山梨県甲府市で技術のトレーニングを受けたことがあります。
その後、日本が好きになりました。
【新都の紹介】
　新都区は四川省の省都である成都市の北部に位置し、人口は約85万人、面積は497平方キロメートルの大
きな町で、中国西部の重要な物流集積地です。　
　新都区には2,000年以上前の南シルクロードの出発点が
あり、歴史が古く、世界文明の発展に大きく貢献したまち
であります。さらに新都区は習近平国家主席が2013年に
提唱した経済圏構想「一帯一路（いったいいちろ）」のシル
クロード経済ベルトで大きな役割を担うまちでもあります。
【泉佐野市の印象】
　泉佐野市は関西空港に一番近い都市で、交通が便利です。
初めて泉佐野市に来た時の印象は「散歩しながら海や飛行
機の離陸と着陸を見て心が癒される」でした。
　
　これから、国際交流員として、日中友好と新都区をはじ
め中国の友好都市との友好交流のために努力していきたい
と思います。泉佐野市民のみなさん、よろしくお願いいた
します。

（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！
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　　　　　　　　　　　　問合先　市民協働課
　　　　　　　　　　　　ホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/koushitsu/jichi/menu/bou/）

第8回 防災・安全フィールド
ワーク・キャラバン
　災害時に活躍する、いろいろな車
両や装備、防災グッズなどを展示し
て説明や実演をします。防災や防犯
について楽しみながら考えることが
できる機会ですので、家族そろって
気軽にご参加ください。
日時　11月11日㈯
　　　午前10時～午後2時
場所
イオンモールりんくう泉南 E駐車場
内容　
●消防はしご車、パトカー、自衛隊
車両などの展示と搭乗体験 
●初期消火訓練 
●煙体験ハウス 
●応急手当訓練 
●防災グッズなどの紹介 ほか
主催　大阪府、泉南市、(公財)大阪
府消防協会泉南地区支部、イオング
ループ
問合先　府 岸和田土木事務所 地
域支援・防災グループ（☎439-
3601）
※参加無料。
「平成29年度 
泉南市・イオ
ングループ合
同防災訓練」
との合同開催です。

泉佐野市消防団女性団員募集
　 泉佐野市消防団では、平成27年4月に女性団員だけの予防広報部を創設し応急救護や防災に関する知識・技
術を身に付けるなど、いざという時に、家族や地域のみなさんの期待に応えるための活動を行っています。
　女性ならではの視点を生かして、地域の防災活動に参加していただける人の入団をお待ちしています。
応募資格　次の全てに当てはまる市内在住（泉佐野市に住民登録していること）の18歳以上45歳未満（平成
30年4月1日現在）の女性
●健康明朗で、防災やボランティア活動に興味がある
●団員としての訓練および次に掲げる消防団活動に参加できる
（主な活動）
●平常時…応急手当普及啓発活動、防火防災啓発活動、消防団行事（消防出初め式、市防災訓練、火災予防街頭キャ
ンペーン、歳末警戒など）への参加
●災害時…災害時支援活動（大規模災害時における避難誘導、
安否確認、救急・救護、食糧などの供給補助など）
募集期間　11月13日㈪～27日㈪
募集人員　若干名
待遇　非常勤特別職の地方公務員となり、報酬などの支給、公
務災害補償、被服などの貸与あり
活動期間　来年4月～
申込・問合先　所定の入団申込書（市ホームページからダウン
ロードするか、市民協働課で配布）に必要事項を記入の上、直接、
市民協働課へ
※募集要項は市民協働課で配布します。採用については、12月
16日㈯に面接を行い、選考結果を通知します。詳しくは問い合
わせてください。

防災行政無線などを用いた情報伝達訓練
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備えた情報伝達訓練を行います。
この訓練は、全国瞬時警報システム（J-アラート＊1）を用いた訓練で、
11月14日㈫ 午前11時頃、市内74ヵ所に設置してある防災行政無線から、
次の放送内容が一斉に放送されます。

　また、防災行政無線の放送内容は下記の様々なメディアで確認するこ
とができます。
●自動電話案内サービス（☎479-3710）…防災行政無線の
放送が聞き取りにくかった場合や聞きのがした場合などに電
話をかけると放送内容が確認できます。（通話料は利
用者負担）
●ホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/
kakuka/koushitsu/jichi/menu/bou/）…防災に関
する情報や取組をホームページで公開しています。
●登録制メール（bousai.izumisano-city@raiden2.ktaiwork.jp）…事
前にメールアドレスを登録いただくことにより、市から防災情報などを
メールで配信します。（登録料無料、通信料は利用者負担）※上記アドレ
スに空メールを送信のうえ、手続き・登録してください。
●泉佐野市防災情報（公式）Twitter（＠Izumisano_Bosai）…インター
ネット上のコミュニケーションサービスであるツイッターで防災情報を
迅速に配信しています。
●防災情報サービス…泉佐野市からの「防災行政無線放送」と気象庁か
らの「緊急地震速報」をJ:COM独自のケーブルテレビネットワークを通
じて各家庭に設置していただく専用端末から大きな音と光でお知らせし
ます。（利用料が必要です。）
（＊1）　J-アラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国か
ら人工衛星などを通じて瞬時にみなさんへお伝えするシステムです。
　J-アラートについて詳しくは、http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/
koushitsu/jichi/menu/bou/torikumi/jalert.html をご覧ください。 

■訓練で行う放送内容　
防災行政無線上りチャイム音+「これは、テストです」×3＋「こちら
は、ぼうさい泉佐野です」＋防災行政無線下りチャイム音
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平成28年度 普通会計の決算
歳入総額　580億2,311

（単位：万円）

③市の事業に対する国や府か
らの補助金など

④長期の借入金

①市民のみなさんに納めてい
ただいた税金

②他会計から繰り入れたお金

⑦財産収入・寄附金・分担
金・負担金・繰越金・使用料・
手数料・諸収入

①市税
211億3,528
（36.4%）

④市債
 40億3,610
（7.0%）

⑦その他
57億 597（9.8%）

⑤自動車重量税などの国税
や府税から分配されたお金

③国・府支出金
92億1,498
（15.9%）

⑥所得税など国税から財政
力に応じて交付されたお金

❾その他
4億2,900（0.7%）

❼積立金
42億6,545（7.4%）

❷扶助費
105億2,608
（18.1%）

❶公債費
167億9,623
（29.0%）

❺人件費
51億3,147
（8.9%）

❽投資的経費・維持補修費
29億5,403（5.1%）

❻繰出金
50億8,670
（8.8%）

❹物件費
 61億2,315（10.6%）

❸補助費など
66億2,405
（11.4%）

❸清掃施設組合、泉州南消防
組合への負担金、各種団体
への補助金などの費用

❹消耗品などの購入費や光熱
費、施設の管理委託料などの
費用

❺職員の給与や退職金、議員
報酬など

❽施設の建設などその効果
が将来にわたって住民サー
ビスの向上につながる費用。
道路や学校施設などの維持
に使われる費用

❷生活保護にかかる費用や、
高齢者、障害者、子どもなど
の医療費などの社会保障費

❻国民健康保険事業や介護保
険事業、下水道事業などの特
別会計に対して市が負担すべ
き費用

❼福祉などの目的ごとの基金
への積立金

❶市が大きな事業をすると
きに利用する借金（起債）
の返済のための費用

❾貸付金、投資および出資金

歳出総額　579億3,616

普通会計とは…
　地方財政統計上、統一的
に用いられる会計で、各地
方公共団体間の財政比較が
可能となるようにしてある
会計です。

⑥地方交付税
17億3,131（3.0%）

⑤地方譲与税など
24億1,452（4.2%）

②繰入金
137億8,495（23.7%）

平成28年度 泉佐野市の財政状況平成28年度 泉佐野市の財政状況

580億2,311万円 ー ＝ー 579億3,616万円 3,178万円 5,517万円

　決算の特徴としては、平成27年3月に策定した中期財政計画に基づく給与カッ
トおよび職員の退職不補充などの歳出削減、遊休財産の積極的な売却、ふるさ
と応援寄附の推進および空港連絡橋利用税の徴収などの歳入確保に努めたこと
により、前年度に引き続き5,500万円の黒字となりました。

歳入総額 歳出総額 翌年度繰越財源 実質収支額

問合先　行財政管理課

 市民１人あたりでは…
歳　入歳　入     575,815円
●市税　　　 209,744円
●国庫支出金、府支出金
                      91,449円
●市債            40,054円
●その他（繰入金など）   
                   234,568円

歳　出歳　出     574,952円
●公債費   166,684円
●民生費   162,019円
●総務費   104,817円
●衛生費 　 43,875円
●土木費     36,214円
●教育費     27,400円

●消防費     12,589円
●商工費　　 8,926円
●議会費   　 2,784円
●その他（労働費など）
　　 　　       9,644円

固定資産税   98,861円
市民税  　　 69,730円
市たばこ税   20,851円
都市計画税   14,081円
軽自動車税     2,137円
入湯税 　　　 　 　92円
法定外普通税  3,992円

特集 泉佐野市の財政状況
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■中央小学校にエレベーターを設置
■こども医療費助成の拡充
■こども食堂の開設

各会計決算（歳出） （単位：万円）

会 計 名 平成28年度 平成27年度 比 較

一般会計 575億8,986      652億9,417      △77億 431

国民健康保険事業特別会計 135億6,572 137億     68  △ 1億3,496

下水道事業特別会計   65億7,350   66億5,148 △7,798

公共用地先行取得事業特別会計    3億5,100    27億1,703 △23億6,603

介護保険事業特別会計   79億1,893   80億2,228     △  1億 335

後期高齢者医療事業特別会計     10億7,505     10億2,238             5,267

水道事業会計   24億7,691   24億7,037 654

病院事業債管理特別会計   18億3,098   21億9,761     △3億6,663

合　計 913億8,195 1,020億7,600 △106億9,405

平成28年度末残高平成28年度末残高
●●市債（長期借入金）市債（長期借入金）

…650億円　…650億円　

　市民1人あたり 645,249円　市民1人あたり 645,249円

●●積立金積立金…85億円…85億円

　　市民1人あたり   84,082円市民1人あたり   84,082円

■初期急病センターの夜間帯診療の拡充

■佐野中学校にプールを設置（完成は平成29
年度）

■（仮称）泉佐野南部公園（防災公園）の整備
■市役所庁舎、南部・北部市民交流センター、
木馬園の耐震化
■防災行政無線施設の整備 

■東佐野駅公衆トイレ整備

■定住・移住の促進のため住宅総合助成金事
業の助成拡充（住宅リフォームの追加）
■地元特産品の販売促進のため全国各地の自
治体と特産品相互取扱協定を締結
■泉佐野まち処の設置・運営

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
主
要
事
業

特集 泉佐野市の財政状況

教育・子育て支援

安全・安心なまちづくり まちの活性化・賑わいの創出
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特集 泉佐野市の財政状況

中期財政計画期間終了時の目標中期財政計画期間終了時の目標
●実質公債費比率は23.5％以下
●地方債残高は標準財政規模の3.4倍以下
●基金残高は18億円以上を保持

今後の取り組み項目今後の取り組み項目
【支出の抑制、効果的な行政運営に関する事項】
●事務事業の継続した見直し
●広域連携の推進
●窓口業務委託をはじめ民間委託の拡充
●定員適正化計画に沿った定員削減
●給与水準の適正化などによる総人件費の抑制
【収入の確保に関する事項】
●滞納処分の強化および徴収率の向上
●遊休財産の積極的な売却 
●ふるさと応援寄附金制度、ネーミングライツな
どの更なる税外収入の確保

健全化判断比率の状況健全化判断比率の状況
　実質赤字比率と連結実質赤字比率は、黒字により数値はバー表記、実質公債費比率は、20.9％
と前年度から1.5ポイントの改善、将来負担比率も
176.2％と前年度より15.4ポイント改善し、いずれも
早期健全化の 基準未満となっています。
※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字のため「-」
で表示 （単位：％）

健全化判断比率 平成27年度
実績値

平成28年度
実績値

早期健全化
基準

実質赤字比率 - - 12.28
連結実質赤字比率 - - 17.28 
実質公債費比率 22.4 20.9 25.0 
将来負担比率 191.6 176.2 350.0 

実質赤字比率…標準財政規模*に対す
る、一般会計などに生じている赤字の大
きさの割合
連結実質赤字比率…標準財政規模に対す
る、水道や下水道など公営企業を含む全
会計に生じている赤字の大きさの割合
実質公債費比率…標準財政規模を基本と
する額に対する、借入金返済額の大きさ
の割合
将来負担比率…標準財政規模を基本とす
る額に対する、借入金など現在抱えてい
る負債の大きさの割合

*標準財政規模…市の経常的な一般財
源の規模を示すもので、標準的な税収
入額に普通交付税などを加算した額
（平成28年度決算：約223億円）

平成28年度決算内訳　　　　　　　　（単位：万円）
収 益 費 用

営 業  26億　530 営 業 　23億2,150
営 業 外 3億　621 営 業 外 1億5,424
特別利益 620 特別損失 117
ー ー 純 利 益 4億4,080

合 計 29億1,771 合 計 29億1,771

水道事業会計

問合先　上下水道局
　　　　（水道事業）

☎467-2800
Fax467-1801

上下水道局からのお願い
　市では、昭和44年4月1日から、鉛管の使用を禁止して
きましたが、それ以前に給水装置を設置した建物では、鉛
管を使用していることがあります。この場合、長時間水
道を使用しないと、水道管から微量の鉛が溶け出したり、
消毒用塩素濃度の低下や赤水が発生する場合があります。
　朝一番や長時間留守にした場合は、バケツ1杯程度の
水道水を飲み水以外に使用するようお願いします。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
事
業
収
益
29
億

１
，
７
７
１
万
円
（
前
年
度
比
1.5
％
増
）

に
対
し
、
事
業
費
用
24
億
７
，
６
９
１
万

円
（
前
年
度
比
0.3
％
増
）
で
、
４
億
４
，

０
８
０
万
円
の
純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

【
主
な
事
業
】

　

日
根
野
浄
水
場
内

の
中
央
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
の
更
新
工
事

を
平
成
28
年
度
、
平

成
29
年
度
の
２
ヵ
年

で
行
う
と
と
も
に
、

泉
佐
野
打
田
線
お
よ

び
国
道
26
号
線
な
ど

の
市
内
老
朽
管
の
更

新
工
事
を
行
い
、
安

全
で
良
質
な
水
道
水

の
安
定
供
給
を
図
る

と
と
も
に
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
機
能
の
強
化

に
努
め
ま
し
た
。

　　　　　水を大切に
●導・送・配水管総延長
458.04㎞（平成29年3月31日現在）
●総配水量（年間）　1,376.8万㎥
企業団水1,160.5万㎥＋自己水216.3万㎥
●1日平均配水量　3万7,721㎥
●1人あたり1日平均配水量　374ℓ

■給水装置工事や漏水修理の申込は市指定工事業者へ
（https://www.water.izumisano.osaka.jp/）

主な会計の決算

今
後
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
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特集 泉佐野市の財政状況

科目 金額（万円）
①共同事業交付金 33億1,340
②国庫支出金 32億2,270
③前期高齢者交付金 27億8,603
④保険料 22億  328
⑤繰入金 10億1,872
⑥府支出金 6億6,589
⑦療養給付費交付金 2億8,101
⑧その他 2億5,604

科目 金額（万円）
①起債 17億    580
②使用料 16億5,036
③一般会計繰入金 15億3,856
④国庫補助金 1億6,880
⑤受益者負担金 2,629
⑥その他 6,792

科目 金額（万円）
❶保険給付費 83億3,75683億3,756
❷共同事業拠出金 30億1,791
❸後期高齢者支援金 13億3,404
❹介護納付金 5億3,054
❺総務費 1億8,991
❻保健事業費 8,735
❼その他 6,841

科目 金額（万円）
❶❶公債費 32億7,87932億7,879
❷❷前年度繰上充用金 17億2,97917億2,979

下水道下水道
建設費建設費

❸❸公共下水道
建設費 5億5,9665億5,966

❹❹流域下水道
建設負担金 8,8808,880

❺❺一般管理費・人件費 4億3,5584億3,558
❻❻中部・南部処理場

維持管理負担金 4億8,0884億8,088

  ❼❼0.5％0.5％
  ❹❹3.9%3.9%

❷❷22.3%22.3%

  ❻❻0.6%0.6%

❶❶61.5%61.5%

❸❸9.8%9.8%

国民健康保険事業特別会計事業特別会計
問合先　国保年金課

歳　入歳　入 137億4,707万円

135億6,572万円

歳　入歳　入

歳　出歳　出

歳　出歳　出

  ❺❺1.4%1.4%

府内平均を大幅に上回る医療費
　平成27年度の本市国保被保険者1人あたり
の医療費は38万6,848円と府内8番目で、府
内平均の36万3,927円を大きく上回っていま
す。これは、ほかの市町村に比べレセプト１
件当たりの診療日数および診療費が多くなっ
ていることが影響しています。
　以前からジェネリック医薬品の利用促進や柔
道整復などの適正受診の啓発などの医療費適正
化の取組を進めるなど、国民健康保険事業の安
定した運営に努め、被保険者のみなさんのご協
力により保険料率は平成29年度も引き続き据
置きとなっています。しかしながら、1人あた
りの医療費は増加し続けており、府内でも引き
続き高いレベルにあります。

病気は未然に防ぎましょう
　本市では市民の健康づくり
を推進するため、健康ハイキン
グ、ウォーキングチャレンジ、
温水プール体験教室などの保健事業を実施して
います。また、生活習慣病予防に着目した特定健
診・特定保健指導の推進も図っています。これは
内臓脂肪型肥満や糖尿病、高血圧、高脂血症など
の危険因子が重なるほど、心疾患や脳血管疾患を
発症する危険が増大することから、生活習慣病予
防に取り組むこととなったものです。
　その他、被保険者のみなさんには、人間ドッ
ク・脳ドックや健診センターで実施している
各種検診を利用して、病気の予防、早期発見、
早期治療に努めていただき、さらなる健康寿
命の延伸や医療費の適正化にご協力をお願い
します。

　国民健康保険事業特別会計は、歳入137億4,707万円に対し
て、歳出135億6,572万円で、差引1億8,135万円の黒字となり
ました。単年度では5,304万円の赤字となっています。

51億5,773万円

65億7,350万円

下水道事業特別会計下水道事業特別会計
問合先　上下水道総務課

☎450-2222 Fax450-2223
　昭和61年度より着手している公共下水
道の平成28年度末整備面積は雨水431㏊、
汚水876㏊（りんくうタウン含む）で、汚
水の下水道人口普及率は37.4％になって
います。
  下水道財政状況は、平成28年単年度で
3億1,402万円の黒字となりましたが、累
積では、歳入額51億5,773万円に対して、
歳出額65億7,350万円で、14億1,577万
円の不足が生じています。
　今後も引き続き事業費の縮小、人件費・
事務経費の節減、下水道使用料の適正化な
どにより、下水道財政の健全化を図ってい
きます。
  厳しい財政状況が続いていますが、可能
な限り下水道工事を進めていきます。市民
のみなさんには下水道が利用できるように
なりましたら、3年以内にトイレの水洗化
を行うなど、ご理解ご協力をお願いします。

①①24.1%24.1%

①①33.1%33.1%

❶49.9%❶49.9%

②②23.4%23.4%

②②32.0%32.0%

❷26.3%❷26.3%

③③20.3%20.3%

③③29.8%29.8%

❸8.5%❸8.5%

④④16.0%16.0%

④3.3%3.3%

❹1.4%❹1.4%

⑤7.4%7.4%

⑤0.5%0.5%

❺6.6%❺6.6%

⑥4.8%4.8%

⑥1.3%1.3%

❻7.3%❻7.3%

⑦2.1%2.1%
⑧1.9%1.9%
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　　地元企業を紹介！
問合先　まちの活性課（☎469-3131）　

Ｑ　

星
工
業
さ
ん
が
企
業
と
し
て
大
切

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ　
「
Ｓ
Ｅ
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
」
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
Ｓ
は
安
全(safety)

、
Ｅ

は
環
境(environm

ent)

、
Ｑ
は
品
質

（quality

）、
Ｃ
は
価
格
（cost

）、
Ｄ

は
納
期
対
応
（delivery

）、
Ｄ
は
開

発
（developm

ent

）
で
す
。
こ
の

順
番
が
特
に
大
切
な
の
で
す
。つ
ま
り
、

私
た
ち
は
何
よ
り
も
安
全
を
一
番
に
考

え
て
い
る
の
で
す
。

Ｑ　

経
営
理
念
に「
地
域
に
貢
献
す
る
」

と
あ
る
の
で
す
が
、
実
際
に
は
何
を
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

地
元
の
人
を
雇
用
し
、
雇
用
し
た

従
業
員
を
守
る
こ
と
が
貢
献
と
考
え

て
、
雇
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
65
歳
以

上
の
方
々
も
、
ま
だ
働
き
た
い
と
言
え

ば
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
実
際
に
高
年
齢
者
雇
用
優

良
事
務
所
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

御
社
は
国
内
で
唯
一
自
転
車
・
バ

イ
ク
の
ス
ポ
ー
ク
を
製
造
し
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ク
を
国
内
で
つ
く
り

続
け
る
理
由
は
何
で
す
か
？

Ａ　

ス
ポ
ー
ク
は
海
外
に
押
さ
れ
て
い

る
分
野
で
す
が
、
自
転
車
な
ど
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
部
品
で
常
に
補
修
と

し
て
の
需
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
試

作
品
の
ス
ポ
ー
ク
な
ど
も
国
内
で
つ
く

る
こ
と
で
、
き
め
細
か
く
迅
速
な
対
応

が
で
き
、
利
便
性
が
高
く
、
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
国
内
で
作
り

続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
で
、
実
際
一
番
大
変

だ
っ
た
出
来
事
は
何
で
す
か
？

Ａ　

社
会
の
景
気
、
近
年
で
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
崩
壊
の
際
に
、

会
社
を
存
続
さ
せ
る
た
め
と
い
え
、
従

業
員
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
が
つ
ら
く
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ　

で
は
、
逆
に
、
こ
の
仕
事
を
し
て

い
て
、嬉
し
か
っ
た
と
き
、誇
り
に
思
っ

た
出
来
事
は
何
で
す
か
？

Ａ　

ス
ポ
ー
ク
の
話
で
す
と
、
お
客
様

が
困
っ
て
い
た
時
に
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
、
そ
の
お
客
様
に
あ
わ
せ
た

ス
ポ
ー
ク
を
つ
く
り
、
喜
ん
で
も
ら
っ

た
こ
と
で
す
。
ま
た
、展
示
会
な
ど
で
、

「
ス
ポ
ー
ク
と
言
え
ば
星
さ
ん
で
す
よ

ね
」
と
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
時
で
す
。

Ｑ　

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

新
し
い
展
開
は
何
で
す
か
？

Ａ　

既
存
製
品
の
改
良
、
新
製
品
の
開

発
を
し
た
い
で
す
。
自
転
車
に
関
し
て
世

界
に
目
を
向
け
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
一

歩
進
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
に
負
け
な
い

品
質
の
ス
ポ
ー
ク
を
作
り
た
い
で
す
。

Ｑ　

会
社
と
し
て
の
夢
は
何
で
す
か
？

Ａ　

あ
と
４
年
で
創
業
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
、

１
５
０
年
、
２
０
０
年
と
存
続
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
存
続
で
き
る
こ
と
は
、

企
業
と
し
て
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
考
え
る
か
ら
で
す

Ｑ　

最
後
に
、
私
た
ち
の
よ
う
な
未
来

の
社
会
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け

ま
す
か
。

Ａ　
「
萬
事
入
精

（
ば
ん
じ
に
っ
せ

い
）」
と
い
う

言
葉
の
通
り
、

何
事
に
対
し
て

も
誠
心
誠
意
尽

く
し
一
生
懸
命

に
生
き
る
人
に

　市内の地元企業を、地元の高校生が訪問して紹介します。
今回紹介する星工業株式会社は、なんと自転車・オートバ

イのスポークを国内で唯一生産
している会社です！
　レポートしてくれるのは、府
立佐野高等学校 3年の立住　空
さん（左）と竹中聡馬さん（右）
です。

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
人

生
だ
か
ら
、決
し
て
人
の
せ
い
に
せ
ず
、

何
事
に
も
挑
戦
し
て
ぶ
つ
か
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
楽
し
く
生
き

て
く
だ
さ
い
！

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
の
感
想

【
立
住　

空
さ
ん
】

　

企
業
の
社
長
さ
ん
と
話
す
機
会
な
ど

な
か
な
か
な
い
の
で
、
大
き
な
刺
激
を

い
た
だ
き
、
大
変
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
泉
佐
野
に
は
私
た
ち
が
知
ら
な

い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
し
、
同
時
に
、
そ
の

魅
力
を
も
っ
と
見
つ
け
て
、
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
。

【
竹
中
聡
馬
さ
ん
】

　

泉
佐
野
の
高
校
に
通
っ
て
い
ま
す

が
、
泉
佐
野
に
古
く
て
お
し
ゃ
れ
な
建

物
の
会
社
が
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
会
社

が
国
内
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
企
業
で
あ
る

こ
と
も
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
会
社
が
地
元
に
貢
献
し
な
が
ら
よ
り

良
い
製
品
づ
く
り
を
し
て
い
る
こ
と

と
、
社
長
さ
ん
が
と
て
も
丁
寧
で
親
切

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

今月の地元企業今月の地元企業
星工業株式会社

●創業…大正10年
●所在地…湊2丁目1-40
●主な業務内容…
スポーク・ニップル、
針材用調質高炭素鋼線、
溶接用ワイヤーの製造

▲お話をおうかがいした社長
の岡　芳治さん

MONODUKURI・HITODUKURI・MONODUKURI・HITODUKURI・MONODUKURI・HITODUKURI・MONODUKURI・HIT

高校生がレポー
ト!!
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

■関西国際空港からのフライトがますます充実！
　12月14日㈭より、カンタス航空のシドニー線が週3便、
新規就航します。カンタス航空は、オーストラリア最大の航
空会社で、関西国際空港への就航は、2007年以来10年ぶり
です。関西国際空港からオーストラリアへは、現在ジェット
スター航空がケアンズまで直行便を就航していますが、シド
ニーへの往復直行便は、今回が開港以降初めての就航となり
ます。この冬のご旅行は、関西国際空港から真夏の太陽が降
り注ぐオーストラリア  シドニーへ行ってみませんか。

■和雑貨店「のレン 関西国際空港T2店」が
オープン！

　第2ターミナルビル（国際線）ゲートエリア内に、和を
コンセプトとしたアイテムを豊富に取り揃えた和雑貨店
「のレン 関西国際空港T2店」がオープンしました。出発
前の待ち時間に、日本の魅力や文化の奥深さを味わえる
様々なおみやげ品の購入が楽しめます。海外へ行く前に、
日本ならではのおみやげを買うのにもぴったりです。ぜ
ひお立ち寄りくだ
さい。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

〜
火
の
用
心　

　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
〜

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

１
１
９
番
の
日
で
あ
る

11
月
９
日
㈭
か
ら
15
日
㈬

ま
で
の
一
週
間
、
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
空
気
が
乾

燥
し
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

火
気
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
、
火
災
の
発
生
率
が

高
く
な
る
こ
の
時
季
に
あ

わ
せ
、
広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
、
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
、
消
防
本
部
で
は
、
事
業

所
へ
の
立
入
検
査
や
防
火
広
報
を
行

い
ま
す
の
で
、
安
全
で
火
災
の
な
い

町
づ
く
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
３
つ
の

習
慣
と
４
つ
の
対
策
】

♦
３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

♦
４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

●
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９・
０
１
１
９ 

Fax

４
６
０・
２
１
１
９
）　　
　
　
　
　

１
１
９
番
の
か
け
方

〜
毎
年
11
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」
〜

　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー(

泉
佐
野
市

り
ん
く
う
往
来
北　

消
防
本
部
４

階)

で
は
、
管
轄
エ
リ
ア
と
な
る
泉

佐
野
市
、泉
南
市
、阪
南
市
、熊
取
町
、

田
尻
町
、
岬
町
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
を
、
す
べ
て
受
信
し
て
い
ま
す
。

【
１
１
９
番
通
報 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
火
災
・
救
急
の
別
…
「
火
事
で
す
」

ま
た
は
「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き
り

伝
え
る

麻
薬
・
覚
せ
い
剤乱

用
防
止
運
動
月
間

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
確
実
に
む
し

ば
む
薬
物
。
そ
の
強
い
依
存
性
は

「
た
っ
た
１
度
だ
け
だ
か
ら
…
」
を

許
し
ま
せ
ん
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
自
動
車
に

乗
る
機
会
が
多
く
な
る
11
月
を
き
っ

か
け
に
、
み
な
さ

ん
も
環
境
負
荷
の

軽
減
に
配
慮
し
た

「
地
球
と
財
布
に

優
し
い
」
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

交
通
環
境
課 

自
動
車

排
ガ
ス
規
制
・
指
導
グ
ル
ー
プ

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
８
７
）

●
場
所
…
正
確
に
伝
え
る
（
通
称
名

な
ど
で
は
な
く
、
必
ず
住
所
と
建
物

名
な
ど
を
伝
え
る
）

●
火
災
・
事
故
な
ど
の
状
況
…
「
○

階
建
て
の
ビ
ル
の
△
階
が
火
事
で

す
」
な
ど
、
何
が
（
だ
れ
が
）
ど
う

し
た
か
を
正
確
に
伝
え
る

●
通
報
者
の
氏
名
連
絡
先
…
「
私
の

名
前
は
○
○
で
す
。
電
話
番
号
は
△

△
△
・
□
□
□
□
で
す
」
と
伝
え
る

●
携
帯
電
話
で
の
１
１
９
番
通
報

・
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
近

く
の
人
に
聞
く
、
道
路
上
の
看
板
で

確
認
す
る
、
付
近
の
住
宅
で
電
話
を

借
り
て
か
け
直
す

・
走
行
中
の
自
動
車
か
ら
の
通
報
は

危
険
な
の
で
、
絶
対
に
し
な
い

・
通
報
後
、
再
度
、
消
防
か
ら
問
合

せ
を
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
電
源

は
切
ら
な
い

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部　

指
揮
司
令
課
（
☎
４
６
９・０
１
１
９ 

Fax
４
６
４・１
９
９
０
）

 

応急手当普及員講習会
日時　11月14日㈫～16日㈭ 
　　　午前９時～午後5時
場所　泉州南広域消防本部 ５
階研修室（泉佐野市りんくう往
来北１番地の20）
申込・問合先　泉州南広域消
防本部 警備課（☎462-1080 
Fax460-2119）へ
※詳しくは広報10月号をご覧く
ださい。
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11　  
月
は

「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間

　
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
は
、

府
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
を
大
切

に
す
る
」「
思
い
や
る
」「
感
謝
す
る
」

「
努
力
す
る
」「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
る
」
な
ど
、
時
代
や
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
も
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
「
５
つ
の
こ
こ

ろ
」
を
見
つ
め
直
し
、「
あ
い
さ
つ
す

る
」
な
ど
身
近
な
取
組
み
を
実
践
す

る
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、

「
５
つ
の
こ
こ

ろ
」「
あ
い
さ

つ
」
を
意
識
し

て
、
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て

み
ま
せ
ん
か
！

大
切
に
し
た
い
「
５
つ
の
こ
こ
ろ
」

①
生
命
を
大
切
に
す
る

②
思
い
や
る

③
感
謝
す
る

④
努
力
す
る

⑤
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

●
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
７

日
時
・
場
所　

11
月
３
日
㈷
〜
５
日

㈰
・
大
阪
府
咲
洲
庁
舎
（「
咲
洲
こ

ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
内
） 

●
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
in

ロ
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
万
博

日
時
・
場
所　

11
月
11
日
㈯
・
12
日

㈰
・
万
博
記
念
公
園

●
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
in

関
西
サ
イ
ク
ル
ロ
ハ
ス

日
時
・
場
所　

11
月
23
日
㈷
・
25
日

㈯
・
26
日
㈰
・
関
西
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

■
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動

http://kokoro-saisei.jp/
※
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら

問
合
先　

府 

教
育
庁 

教
育
総
務
企

画
課
（
☎
06・６
９
４
４・８
０
４
２
）

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

泉
佐
野
市
青
少
年
問
題
講
演
会

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
」
で
す
。
取
組
の
一
環

と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
緒
に
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
考

え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
17
日
㈮

　
　
　

午
後
3
時
30
分
〜

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
室

▲QRコード

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を

減
ら
す
に
は

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
量
を

減
ら
す
に
は
、
資
源
化
で
き
る
も
の

は
で
き
る
限
り
分
別
し
て
資
源
ご
み

の
日
に
出
す
、
生
ご
み
な
ど
は
で
き

る
限
り
水
気
を
切
っ
て
出
す
こ
と
が

有
効
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
は
わ
ず
か
な

差
で
も
、
市
全
体
で
は
大
き
な
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

環
境
衛
生
課

廃
棄
物
の
野
積
み
、
野
焼
き
、

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

〜
土
地
等
を
管
理
し
て
い
る
人
へ
〜

　

11
月
は
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不
適

正
処
理
防
止
推
進
強
化
月
間
で
す
。

　

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が
土
地

の
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
安
易
に
土
地
を
貸
し
た
結
果
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
埋

め
立
て
ら
れ
た
り
し
て
、
周
り
の
生

活
環
境
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
土

地
所
有
者
な
ど
が
多
額
の
費
用
を
負

担
し
て
撤
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
よ

う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
土

地
の
状
況
を
定
期
的
に

監
視
す
る
な
ど
、
管
理

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
地
を
他
人
に
貸
す
時
は

使
用
用
途
を
十
分
確
認
し
、
書
面
で

テ
ー
マ　
「
青
少
年
の
健
全
育
成
に

お
い
て
少
年
鑑
別
所
が
果
す
役
割
」

講
師　

籔
内
秀
樹
さ
ん
（
大
阪
少
年

鑑
別
所〔
法
務
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
〕

地
域
非
行
防
止
調
整
官
）

問
合
先　

青
少
年
課

（
☎
４
６
９
・
１
１
０
６
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

市
立
小
中
学
校
通
学
区
制
度
の

弾
力
的
運
用
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の

通
学
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
通
学
区
を
弾
力
的
に
運
用
し

て
い
ま
す
。

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

本
来
定
め
ら
れ
て
い
る
以
外
の
隣
接

す
る
通
学
区
の
小
中
学
校
へ
の
就
学

を
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
児
童
生
徒
の
通
学
に
対
す
る
負
担

の
面
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
ま

す
。）

　

な
お
、
来
年
度
対
象
と
な
る
小
中

学
校
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

条
件

●
新
入
学
児
童
生
徒
で
あ
る
こ
と
。

●
希
望
校
が
「
受
入
可
能
校
」
で
あ

る
場
合
で
、
受
入
予
定
人
数
内
で
あ

る
こ
と
。

※
来
年
度
入
学
予
定
児
童
生
徒
の
受

入
予
定
人
数
は
各
校
30
人
以
内
と

し
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

●
指
定
校
（
変
更
可
能
校
）
よ
り
希

望
校
（
受
入
可
能
校
）
が
明
ら
か
に

近
距
離
で
あ
る
こ
と
。

申
請
・
問
合
先　

11
月
24
日
㈮
ま
で

に
学
校
教
育
課
へ

※
変
更
可
能
校
、
受
入
可
能
校
は
、

毎
年
度
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

泉
州
農
と
緑
の
総
合

事
務
所 

環
境
指
導
課
（
☎
４
３
９
・

３
６
０
１ 

Fax
４
３
９・
３
８
１
０
）

変
更
可
能
校

受
入
可
能
校 

小学校

第　

一

末
広

第　

二

末
広

日　

新

長
坂

北　

中

長
坂 

上
之
郷

長
南

長　

南

末
広

末　

広

長
南

佐
野
台

長
坂

中　

央

長
南 

、
末
広

中学校

佐　

野

長
南

日
根
野

長
南
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マイナンバーカード（個人番号カード）について　
　～マイナンバーカードをお持ちいただくと、コンビニ交付サービスがご利用いただけます～

問合先　市民課
　泉佐野市では、マイナンバーカードをお持ちいただくと、住民票の写し、戸籍全部事項、
個人事項証明書、戸籍の附票の写し（※1）、印鑑登録証明書（※2）、個人の市・府民税
所得（非）課税証明書（※3）が指定のコンビニエンスストアでお取りいただけます。マ
イナンバーカードを申請・交付いただき、ぜひ、ご利用ください。交付を希望される場合は、
下記のいずれかの方法で申込みできます。
※マイナンバーカードの作成は、全国の市区町村分を地方公共団体情報システム機構（J-
LIS)で一括して行われるため、即時交付はできませんので、ご注意ください。
泉佐野市では、マイナンバーカードの申請から交付までの期間は概ね1ヵ月程度です。
（※1）戸籍全部事項・個人事項証明書、戸籍の附票の写しの発行は、戸籍の本籍地が泉佐

野市の人に限ります。
（※2）印鑑登録証明書は、既に印鑑登録手続をしている人に限ります。印鑑登録は、市民課のみにて手続きを
しています。
（※3）個人の市・府民税所得（非）課税証明書は、最新の年度のみの発行となります。（詳しくは、税務課に
問い合わせてください。）
マイナンバーに関する問い合わせ先…年末年始を除く午前9時30分～午後8時（土・日曜日、祝日は午後5時
30分まで）にマイナンバー総合フリーダイヤル（　0120-95-0178）へ
■郵送での申込
通知カードの下にある「個人番号カード交付申請書」を切り取り、必要事項の記入をし、顔写真貼付の上、同
封されている返信用封筒に入れてポストに投函してください。
※返信用封筒は、世帯で1部となります。世帯の中で分けて申請する場合は、82円切手を貼った封筒を同封し、
下記まで送付ください。
送付先　地方公共団体情報システム機構　個人番号カード交付申請書受付センター（〠219-8650 日本郵便株
式会社 川崎東郵便局 郵便私書箱第2号)
■WEBからの申込
スマートフォンやデジタルカメラなどで顔写真を撮影の上、交付申請書のQRコードを読み取るか、もしくは申
請用WEBサイトにアクセスし、画面にしたがって必要事項を入力の上、顔写真を添付し送信します。
■まちなかにある証明用写真機からの申込
一部のまちなかの証明用写真機（市役所設置のもの含む）でも申請できます。タッチパネルから「個人番号カー
ド申請」を選択し、撮影用のお金を入れて、申請書のQRコードをバーコードにかざして画面の案内にしたがっ
て必要事項を入力し、顔写真を撮影して送信します。顔写真はサイズ縦4.5㎝×横3.5㎝、最近6ヵ月以内に撮
影した正面・無帽・無背景のもので、裏面に氏名・生年月日を記入してください。無背景でないものや不鮮明
なものは不可。

コンビニ交付サービスメンテナンスに伴う
サービスの一時停止

　ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。
停止期間　11月16日㈭ 午後5時～11時
サービスの再開　11月17日㈮ 午前6時30分～
停止内容　住民票の写し、印
鑑登録証明書、戸籍全部事項・
個人事項証明書、戸籍の附票
の写し、個人の市・府民税所
得（非）課税証明書

休日開庁
　マイナンバーカード（個人番号カード）の交付業

務について、市民課窓口の
休日開庁を行いますので、
平日に来られない人は利用
してください。
　混み合うことがあります
ので、時間に余裕をもって
お越しください。

日時　11月25日㈯ 午前9時～正午
場所　市役所 1階市民課
※必要書類など詳しくは、広報7月号をご覧くださ
い。

　上記のいずれの申込方法において交付申請書に記載されている氏名、住所などに誤りや引越しなどによる
変更がある場合には、その申請書は使用できません。変更後の申請書は市民課にてお渡ししていますので、
お申し出ください。
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特産品相互取扱協定 自治体紹介⑪

～香川県坂出市～

●面積：92.49㎢
●人口：52,210人・21,408世帯（平成29年8月1日現在）
●市の花：桜、コスモス　　●市の木：珊瑚樹
　坂出市は、昭和17年7月1日に坂出町と林田村の合併
により市制施行し、昭和31年7月1日松山村、玉越村の
合併編入により現在の市域となりました。香川県北部の
中央部に位置し、瀬戸内海に面し、瀬戸大橋の四国側玄
関口となっています。
　坂出市は、江戸時代には「塩のまち」として栄え、戦
後番の州工業地帯を中心に「港湾工業都市」へと発展し
てきました。
　坂出市の特産品は、農産物では「金時にんじん」、「金
時いも」、「金時みかん」の真っ赤な特産品で知られ、工
芸品では「サヌカイト」という石を使った工芸品があり
ます。また、坂出市にゆかりのある商品を「さかいでブ
ランド」として認定することで、知名度向上、産業振興
に取り組んでいます。
　坂出市は、城山、沙弥島、
五色台など、尽きることの
ない坂出の歴史をさらに掘
り起こし、文化遺産を検証
し継承する「古のロマンの
まち」づくりを展開するこ
とで、地域に住むことの誇
りを持ち続けられるロマン
の香り高い都市を目指して
います。

坂出市の特産品

サヌカイト

みかん

レタス・ブロッコリー

にんじん

オリーブオイル

ところてん

い　も

あわび

塩

▲昨年12月3日、レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ広場（泉の森広場）で開催の農業祭にお
いて、綾　宏坂出市長（右）と特産品相互取扱
協定を締結

　本市と特産品協定を締結している香川県坂出市
について紹介します。  　　問合先　農林水産課

紀の川市

香川県

坂出市

選挙クイズわかるかな？
　投票に行かないと罰金を取られる国がありま
す。それはどこの国でしょう？
①オーストラリア
②アメリカ
③マレーシア
ヒント：コアラ

こたえ ①
【解説】　世界には、法律によって投票が義務づけ
られている国があります。オーストラリアもその
一つで、投票に行かなかった場合、罰金を払うだ
けでなく、投票に行かなかった理由を説明しなけ
ればならないこととされています。この他にも、
罰金に加えて、公共のサービスが受けられなくな
るといった処罰がある国もあります。

共
同
浴
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

11
月
か
ら
火
・
木
・
土
曜
日
の
開

場
時
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

開
場
時
間

●
火
・
木
・
土
曜
日
…
午
後
２
時
〜

10
時
（
９
時
30
分
受
付
終
了
）

●
月
・
水
・
金
・
日
曜
日
…
午
後
４

時
30
分
〜
10
時
（
９
時
30
分
受
付
終

了
）

【
鶴
原
共
同
浴
場
（
扇
湯
）】

鶴
原
１
０
９
１
番
地
の
１

入
浴
料

大
人
２
５
０
円
、中
学
生
１
５
０
円
、

小
学
生
１
０
０
円
、
幼
児
50
円

定
休
日

第
２・
４
日
曜
日
、
１
月
１
日

【
樫
井
共
同
浴
場
（
旭
湯
）】

南
中
樫
井
５
５
０
番
地
の
１

入
浴
料　

大
人
２
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
、
幼
児
50
円

定
休
日

第
１
・
３
・
５
日
曜
日
、
１
月
１
日

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

忘
れ
ず
に
届
出
を
！

　

家
屋
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
所
有
者
は
、
今
年
中
に
滅

失
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
と
、
引
き
続
き
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
、

ご
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 　

税問
合
先　

税
務
課

入
湯
税
っ
て
何
で
す
か
？

　

本
市
で
は
一
定
の
成
分
を
含
有
し

て
い
る
温
泉
「
鉱
泉
浴
場
」
へ
の
入

湯
に
対
し
入
湯
税
を
課
税
し
て
い
ま

す
（
井
戸
水
や
水
道
水
を
沸
か
し
て

い
る
銭
湯
な
ど
は
対
象
外
）。

　

鉱
泉
浴
場
の
経
営
者
が
徴
収
し
、

市
に
納
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
ら
れ
た
入
湯
税
は
、
観
光
振
興

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
助
成
や
環
境
衛
生
施

設
の
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

税
額

●
宿
泊
…
…
１
泊
１
５
０
円

●
日
帰
り
…
１
日
75
円

※
12
歳
未
満
の
人
は
課
税
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

◆
平
成
28
年
度
入
湯
税
収
入
額

９
３
１
万
円

◆
消
費
税
の
届
出
はお

済
み
で
す
か
？

　

個
人
事
業
者
で
、
平
成
28
年
分

（
基
準
期
間
）
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
、

平
成
30
年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業

者
に
該
当
し
ま
す
。
平
成
30
年
分
か

ら
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と

な
る
場
合
に
は
、
納
税
地
の
所
轄
税

務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
29
年
分
の
源
泉
所
得
税
の
年

末
調
整
や
、
法
定
調
書
の
記
載
方
法

個人事業税【第2期分】の
納期限は11月30日㈭です

　8月に個人事業税の納税通知書と合わせて送
付しました第2期分の納付書にて納期限までに
納めてください。
●納付書を破損・紛失した場合は、下記まで
問い合わせてください。（口座振替をご利用の
場合、納付書は送付していません。また、年
間の税額が1万円以下の場合、第2期分の納付
書はありません。） 
●個人事業税の納付用紙のうち、コンビニエ
ンスストア収納用のバーコード印刷があるも
の（30万円以下のもの）については、以下の
全国のコンビニエンスストアで納めることが
できます。         

●納付には、便利で安心・安全な「口座振替
制度」をご利用ください。   
問合先　大阪府泉南府税事務所（☎439-3601）

サークルＫ、サンクス、セブン‐イレブン、デ
イリーヤマザキ、ニューヤマザキデイリーストア、
ファミリーマート、ミニストップ、ヤマザキスペ
シャルパートナーショップ、ヤマザキデイリース
トアー、ローソン 、MMK設置店

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

☎
４
６
２・
３
４
７
１

な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

◆
11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間

【
平
成
29
年
度
税
を
考
え
る
週
間
テ
ー

マ　

〜
く
ら
し
を
支
え
る
税
〜
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
広
報
、
講
演
会
の
実
施
や
関
係

民
間
団
体
な
ど
と
の
連
携
、社
会
保
障・

税
番
号
制
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
申

告
・
手
続
き
な
ど
に
対
す
る
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
〜

　

平
成
29
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の

申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
に
は
、

支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。

　

今
年
１
〜
９
月
に
納
付
し
た
保
険

料
の
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
10
〜
12
月

に
今
年
は
じ
め
て
保
険
料
を
納
付
す

る
人
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。）

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
そ
の
証
明
書
を
添
付

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

●
貝
塚
年
金
事
務
所

　
　
　
　

(

☎
４
３
１
・
１
１
２
２
）

国
民
年
金

●
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合
は
、
☎
０
３
・
６
６
３
０
・
２

５
２
５
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柔
道
整
復
、
は
り
・
灸
・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
理
解

し
、
適
切
な
受
診
を
す
る
こ
と
で
医

療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
ね
ん
ざ
な

ど
（
肉
ば
な
れ
含
む
）
※
骨
折
、
脱

臼
は
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら

か
じ
め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
な
ど

に
対
す
る
施
術
は
保
険
の
対
象
に
な

ら
ず
、全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て

保
険
請
求
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
自
己
負
担
を
支
払
う

こ
と
で
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
、

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
施
術
箇

所
や
回
数
を
確
認
し
、
署
名
ま
た
は

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
負
傷
な
ど
の
治
療
中

は
、
施
術
を
受
け
て
も
保
険
な
ど
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・

灸
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

●
は
り
・
灸
…
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、

頸
腕（
け
い
わ
ん
）症
候
群
、五
十
肩
、

腰
痛
症
、
頸
椎
（
け
い
つ
い
）
捻
挫

後
遺
症
、
そ
の
他
慢
性
的
な
疼
痛
を

主
症
と
す
る
疾
患

●
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
筋
麻
痺
、

関
節
拘
縮
な
ど
で
、
医
療
上
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
保
険
の
適
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診

断
書
が
必
要
で
す
。

●
単
に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的
と
し

た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
は
保
険
の
対
象
と
な
ら

ず
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治
療
中

は
、
は
り
・
灸
施
術
を
受
け
て
も
保

険
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
領
収
書

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

●
国
保
年
金
課

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
6～11月の第2・4火曜日（12～2月は変則）
13:00～17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）

◎心配ごと相談
月曜日 13:00～16:00
社会福祉センター 2階
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎高齢者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階（問合先：地域包括支
援センター ☎464-2977 Fax462-5400）
◎障害者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日
奇数月 9:30～12:00
偶数月 13:30～16:00 
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00～11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:00～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00～16:00
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎463-5933）
月～金曜日 9:00～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～16:00
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）

16広報いずみさの 平成29年11月号

泉佐野市平成29年11月.indb   16 2017/11/07   8:48:33



報報情情てて育育子子
泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

栄養相談 (予約制）
　離乳食完成までの子どもの食事
について個別相談ができます。
日時　11月15日㈬ 午前9時30分
～正午(1人30分)
場所　健診センター
対象　0歳～1歳6ヵ月の子どもと
保護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
 申込・問合先　健康推進課

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられる
ような子どもの居場所を提供します。
　また、「こども食堂」では子ど
も達に提供する食事の調理に協力
いただける飲食店や、催事の運営
に協力いただけるボランティアス
タッフを募集しています。興味の
ある人は、ご連絡ください。
日時
●通常の活動…毎週月・水・金曜日 
午後3時～7時
●農業体験…毎月第3土曜日 午後1
時～5時
場所　うちカフェ
　　　　　（市場東2丁目326-７）
申込・問合先　サードプレイス（中
村 ☎090-6238-2345 eメール：info
@the3rdplace.jp） 

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　11月16日㈭
　　　午前9時30分～11時
対象　平成28年11月17日～平成
29年6月17日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
場所　健診 センター
問合先　健康推進課

毎月19日は「食育の日」
　泉佐野市の特産品「松波キャ
ベツ」「泉だこ」を食べて、「地
産地消」に努めよう。
問合先　健康推進課 

3回食の頃からの
 離乳食講習会（予約制）

　鉄分が不足する頃です。上手に
鉄分を摂れる、手づかみ食べのメ
ニューを紹介します。
※「スタートの頃から」の次回は
12月実施予定
日時　11月13日㈪ 
　　　午後1時～2時15分
場所　
次世代育成地域交流センター
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課
※終了後、赤ちゃん相談会もしてい
ます。体重計測が自由にできます。

保育所（園）
認定こども園（保育）
入所受付は11月12日㈰まで
　日時・場所など、詳しくは広報
10月号をご覧ください。
対象　市内在住の0～5歳児(平成
24年4月2日以降に生まれた未就
学児）
※年度途中（平成30年5月～平成
31年3月）に入所（園）希望の場
合も、受付します。
入所（園）条件　保護者のいずれ
もが働いているか、病気などの理
由で家庭での保育ができない場合
問合先　子育て支援課

保育所（園）・認定こども園の遊びの教室と育児相談
 追加募集

　下記の保育所（園）・認定こども園の｢遊びの教室と育児相談｣に空きがあ
ります。日ごろ子育てで悩んでいることを、子どもと一緒に遊びながら話し
合ってみませんか。
日時　来年3月までの指定曜日 午前10時～11時30分
対象　市内在宅の1歳6ヵ月～3歳児と保護者
申込・問合先　保育所（園）・認定こども園に直接または電話で（先着順）
保育所（園） 住 所 電話番号 指定曜日 定員

南 長滝1028 468-8170 第1木曜日 25組
下瓦屋 上瓦屋610-1 463-3359 第3木曜日 20組
上之郷 上之郷1651-1 467-0793 第2月曜日 12組

泉佐野ルーテル 湊3丁目13-11 463-1436 第2・3金曜日 15組

０歳児育児教室
時間　午前10時～11時
対象　市内在宅の生後3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
申込・問合先　各保育所（園）・認定こども園へ直接、または電話で
※毎月申込が必要

※北保育所はのぞみこども園、泉佐野保育所はさくらこども園、南保
育所ははるかこども園として運営しています。

保育所（園） 電話番号 開催日 定員（先着順）
北 468-8005

来年3月までの第2木曜日
（2月を除く） 各8組泉佐野 462-2913

南 468-8170
ひかり 465-1447 来年3月までの第2火曜日

各6組下瓦屋 463-3359 来年3月までの第2木曜日
鶴　原 463-0065 来年3月までの第4木曜日
杉の子 464-0379

来年3月までの第4月曜日 各3組
つばさ 463-3713
こだま 464-2598 来年3月までの第2月曜日 6組
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　　　　　　けんこう
検診情報

　問合先　健康推進課
【肝炎ウイルス】
対象　過去に肝炎ウイルス検診に相当する検診を受けたことがなく、今年度40歳以上になる男女
検診内容　問診、血液検査
場所・申込　指定医療機関（ホームページ参照）へ直接
※受診無料
【歯周疾患】
対象　40・50・60・70歳の男女
検診内容　問診、口腔内診査とその結果に基づくアドバイス
場所・申込　指定医療機関（ホームページ参照）へ直接
※受診無料
【骨粗しょう症】
対象　40・45・50・55・60・65・70歳の女性
検診内容　問診、エックス線による骨量の測定
自己負担金　500円
場所・申込　りんくう総合医療センター（☎469-3111）

　

当
院
に
は
６
人
の
管

理
栄
養
士
が
在
籍
し
、

入
院
と
外
来
の
栄
養
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
管
理
と
は
、

入
院
給
食
献
立
の
管

理
か
ら
栄
養
計
画
の

作
成
、
栄
養
指
導
、
教
室
（
糖
尿
病
・
腎
臓
病
）
、

回
診
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
保
健
指
導
と
幅
広
い

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
病
棟
担
当
の
栄
養
士
が

食
事
に
つ
い
て
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
状
態
の
低
下
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て

は
、
医
師
や
薬
剤
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
言
語

聴
覚
士
で
栄
養
専
門
の
チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
を
構

成
、
そ
の
中
で
の
専
従
を
担
当
し
毎
週
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
や
回
診
で
病
状
に
合
わ
せ
た
栄
養
計

画
の
提
案
を
行
い
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
栄
養
治

療
計
画
の
説
明
を
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
指

導
は
糖
尿
病
や
腎
臓
病
、
心
臓
病
、
肝
臓
病
、
術

後
食
な
ど
の
治
療
食
に
つ
い
て
入
院
と
外
来
で
実

施
し
、
患
者
さ
ん
の
状
況
に
合
わ
せ
て
継
続
し
て

指
導
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
糖

尿
病
の
教
育
入
院
（
２
週
間
）
の
場
合
は
、
入
院

中
に
糖
尿
病
教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

２
回
の
栄
養
指
導
を
行
い
個
人
の
生
活
環
境
に
合

わ
せ
た
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
院
給
食
は
治
療
食
を
含
め
41
種
類
の
献
立
を

実
施
し
各
疾
患
に
対
応
し
た
献
立
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
般
食
（
米
飯
食
）
に
つ
い
て
は
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
や
調
理
師
が
お
す
す
め
す
る
メ

ニ
ュ
ー
を
毎
月
実
施
し
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
栄
養
士
、
調
理
師
が
協
力
し
食
事
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
妊

産
婦
食
は
妊
婦
さ
ん
に
大
変
高
評
価
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
栄
養
指
導
に
つ
い
て
は
地
域
の
開
業

医
先
生
か
ら
も
予
約
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
の
で
栄
養
指
導
を
受
け
て
み
た
い

と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
か
か
り
つ
け
医
の

先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
は
市
立
貝
塚
病
院

と
機
能
を
分
担
し
て
泉
州

地
域
に
高
度
な
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
「
泉
州
広

域
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
名
前
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
当
院
は
特
に
お
産
や
産
婦

人
科
救
急
に
関
し
て
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
施
設

で
す
。
た
と
え
ば
、
産
後
の
出
血
が
止
ま
ら
な
い
と

か
婦
人
科
疾
患
に
よ
る
腹
痛
な
ど
、
緊
急
の
処
置
・

手
術
が
必
要
な
場
合
も
す
ぐ
に
対
応
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、
早
産
や
持
病
の
あ
る
妊
婦
さ
ん

も
含
め
て
大
阪
府
下
で
ト
ッ
プ
５
の
受
け
入
れ
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

お
産
は
病
気
で
は
な
い
の
で
す
が
、
何
も
問
題
の

な
か
っ
た
お
産
が
急
に
命
に
関
わ
る
状
態
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
話
題
に
な
っ
て
い

る
産
科
麻
酔
の
合
併
症
も
そ
う
で
す
し
、
２
５
０
人

に
１
人
の
割
合
で
大
出
血
が
お
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

持
病
が
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、「
す
べ
て
の
お
産
は

奇
跡
」
を
合
い
言
葉
に
何
か
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
対
応

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
正
常
妊
娠
の
方
も

安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く

今
は
面
会
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
某
有
名
ホ
テ
ル

の
元
シ
ェ
フ
が
考
案
し
た
お
食
事
や
祝
い
膳
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
お
土
産
に
は
泉
佐
野
が
誇
る
「
泉

州
こ
だ
わ
り
タ
オ
ル
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ン
チ
ョ
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
10
月
か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｓ
（
毎
日
放

送
）
で
ド
ラ
マ
「
コ
ウ
ノ
ド
リ
２
」
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
当
院
は
そ
の
モ
デ
ル
病
院
の
１
つ
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
院
さ
れ
ま
し
た
ら
２
階

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
裏

に
綾
野　

剛
さ
ん

や
星
野　

源
さ
ん

の
寄
せ
書
き
が
あ

る
の
で
併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
！ 

産
婦
人
科

周
産
期
セ
ン
タ
ー
産
科
医
療
セ
ン
タ
ー
長
兼

産
婦
人
科
部
長　

荻
田
和
秀

栄
養
管
理
科主

査　

住
井
諭
美

地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）
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　　　　　　けんこう　　　　　　けんこう
40～ 74歳の国民健康保険加入のみなさんへ

　特定健診は生活習慣病の早期発見だけでなく、治療している人も重症化予防のために受けることができます。
主治医にご相談ください。
受診期間　
①医療機関で受診する場合…来年3月末まで　
②健診センターで受診する場合…来年2月16日㈮・18日㈰・19日㈪・21日㈬
申込　
①直接、特定健診医療機関（送付する受診券に同封のパンフレットに掲載）へ
②11月17日㈮～来年1月19日㈮（日曜日、祝日、12月29日～来年1月3日除く)の
午前8時30分～午後7時に 0120-611-007（聴覚障害者用Fax072-800-7152）へ
※いずれも受診券が必要です。受診券がない人は問い合わせてください。
問合先　
●受診券などに関すること…国保年金課　
●健診内容に関すること…健康推進課

 

特
定
健
診
に
つ
い
て

　

元
気
で
自
覚
症
状
が
な
く
活
動
的
に
活
躍
し
て
い
る
人
の
中
に
も
、
ご
本
人
が
知
ら
な
い
ま
ま
病
気
に
お
か
さ
れ
て
い

る
人
（
動
脈
硬
化
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
る
人
）
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
高
血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
、
一
部
の
糖
尿

病
な
ど
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
体
を
蝕
ん
で
ゆ
く
病
気
で
、
ご
本
人
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
血
管
を
傷
め
て
動
脈
硬
化

が
進
ん
で
ゆ
き
急
性
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
の
重
篤
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
は
癌
に
ま
つ
わ
る
死
亡
で
す
。
第
２
位
は
心
臓
の
病

気
に
、
第
４
位
は
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
）
に
ま
つ
わ
る
死
亡
で
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
癌
に
よ
る
死
亡
に
迫
り
ま
す
。

心
臓
の
血
管
が
細
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
し
て
起
こ
る
の
が
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
の
病
気
で
、
一
方
脳
血

管
疾
患
の
う
ち
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
病
気
が
脳
梗
塞
で
、
脳
の
血
管
が
破
れ
る
病
気
が
脳
出
血
で
す
。
こ
れ
ら
の
心
臓
の

病
気
と
脳
の
病
気
は
そ
の
症
状
は
全
く
違
い
ま
す
が
、
心
臓
や
脳
を
養
う
血
管
が
機
能
不
全
に
陥
り
発
症
す
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、そ
の
病
気
の
原
因
は
全
く
共
通
し
て
い
ま
す
。
両
者
と
も
動
脈
硬
化
症
の
終
着
駅
の
病
気
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
背
景
に
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
が
併
発
し
て
い
る
状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
い
い
、
こ
の
状
態
は
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
な
ど
が
単
独
に
存
在
し
て
い
る
よ
り
も
動
脈
硬
化
が
進
行
し
や
す

い
状
態
で
す
。今
の
日
本
は
豊
か
で
便
利
な
国
で
、栄
養
満
点
の
食
生
活
や
運
動
不
足
の
生
活
環
境
の
た
め
に
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
陥
っ
て
い
る
人
（
動
脈
硬
化
新
幹
線
グ
リ
ー
ン
席
に
座
っ
て
い
る
人
）
が
沢
山
お
い
で
で
す
。

　

特
定
健
診
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
こ
れ
ら
の
病
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
を
早
期
に
発
見
し
て
、
生
活
習
慣
の
改

善
な
ど
で
解
決
を
図
る
た
め
に
２
０
０
８
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
健
康
診
断
で
す
。
泉
佐
野
市
の
特
定
健
診
は
、
市
の

苦
し
い
財
政
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
が
定
め
た
基
本
項
目
以
外
に
、
貧
血
検
査
・
腎
機
能
検
査
・
心
電
図
・
詳
細
な
問

診
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
内
容
豊
か
な
も
の
で
す
。
特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
高
血
圧
、
脂
質

異
常
症
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
以
外
に
も
心
房
細
動
な
ど
の
不
整
脈
や
腎
機
能
障
害
、
貧
血
症
、
肝

臓
疾
患
な
ど
様
々
な
病
気
の
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

　

現
在
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
ま
だ
ま
だ
胸
を
張
れ
る
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
ど
な
た
で
も
、
ご
近
所
の
医
療
機
関
を
利
用
し
て
受
診
で
き
ま
す
。
健
康
に
興
味
の
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
健

康
に
自
信
の
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
ぜ
ひ
お
近
く
の
医
療
機
関
で
特
定
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
体
の

状
態
を
知
り
、
も
し
動
脈
硬
化
新
幹
線
の
乗
客
に
な
っ
て
い
る
な
ら
早
く
そ
こ
か
ら
降
り
、
ゆ
っ
く
り
と
生
き
て
健
康
長

寿
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
医
院　

院
長　

小
笠
原
秀
則
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学 校 園 紹 介

支
え
あ
い
・
学
び
あ
い
・
響
き
あ
い
「
泉
佐
野
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　長南中学校では、安心して生活できる環境をつく
り、自分も他人も安全な中学校生活を送ることがで
きるように、夏休み前の１学期の後半で、いろいろ
な危険を想定して教室や講習会を開きました。
【交通安全教室】
　泉佐野警察署交通課
の方を招き、主に自転車
による事故を防ぐため
の話をしていただきま
した。15歳以下の交通
事故は、犠牲者の数が他
の年齢層と比較すると
少ないようですが、登下校中や自転車運転中の事
故は、ニュースでも取り上げられており、常に事
故が起こることを想定しなければなりません。生
徒は、安全確認の大切さを改めて学びました。安
全確認に「し過ぎる。」ということはないようです。
【喫煙防止教室】
　喫煙による体への影響についての知識は、早け
れば早いほど良いと考え、日本禁煙学会理事であ
る講師の方に来ていただいて、毎年1学期に1年生
を対象に講演いただいています。たばこの依存性
の怖さについても教わり、違法薬物への入口になっ
てしまう怖さも伝えてもらいました。
【SNS講習会】
　キャリア教育コーディネーターによるSNS講習
会を開きました。講師から「中学生時代に投稿し
たものが、大人（親）になっても残り、就職や子
どもに影響することもある」などの話がありまし
た。また、Web上で人を傷つけた場合、法により
罰せられることも教わりました。
　生徒が講習会で得た知識を生かし、危険から自
分自身を守り、他人を傷つけないことを期待して
います。

　本校は、平成 32年に創立 100 周年を迎える伝統ある学校
です。「こどもたちが生きる未来の科学や文化の創造と発展の
ための主体者を育成する」という壮大でロマンあふれる教育目
標を掲げ、児童一人ひとりの個性の伸長に努めながら、これか
らの未来をたくましく生きていく力の育成に取り組んでいま
す。今回は、学校で行っている取組の中から、特色ある教育活
動について紹介します。
【異学年交流～にっこ二(に)小(こ)タイム～】
　今年から異学年交流に取り組んでいます。1年生と6年生、2
年生と5年生、3年生と4年生がペアになり、大縄跳びや異学年
大掃除、平和登校の折りづる活動などを行います。こどもたち
のにこにこした表情があふれる時間となっています。
【長崎平和祈念式典から学んだ平和学習】
　8月9日の長崎原爆の 日に合わせて平和
登校を実施しました。体育館での平和集
会では、「みんな小さなへいたいさん」の
お話をスライドを使った読み語りで聞い
て戦争について考えました。その後は、
異学年交流で平和の願いを込めて折りづ
るを作り、長崎の「平和祈念式典」を生放送で視聴しながら、
長崎に原爆が投下された時刻に合わせて全員で黙とうしました。
【言葉を大切にして伝え合うために】
　日々の学習では、「言葉を大切にして、自ら考え、自ら表現し、
伝え合うこと」を大切にしています。一人ひとりが自分の意見
を持つために、ペアでの話し合いや少人数グループでの話し合
い活動を大切にしています。
【みなさんから愛される二小の運動会】
　700人を超える児童と指導にあたる教職員、参観する保護

者や地域のみなさんを入れると
2,000人を超える大イベントで
す。学校だけでなく、PTA役員
やPTA運営委員のみなさんの協
力により、毎年、感動あふれる
運動会を実施しています。

問合先
学校教育課

安心・安全な中学校生活を送るために
～長南中学校～

これからの未来をたくましく生きていく力を
～第二小学校～

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
授
業
・
保
育
づ
く
り
」「
人
間
関
係
づ
く
り
」
の
取
組
や

成
果
な
ど
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
保
護
者
や
市
民
の
人
た
ち
と
教
職
員

が
と
も
に
研
修
で
き
る
場
と
し
て
、「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
泉
佐
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
と
協
働
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

前
半
の
部
で
は
、「
授
業
・
保
育
づ
く
り
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
取
組
や
児
童

生
徒
の
交
流
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。
市
域
全
体
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
「
支

え
あ
い
・
学
び
あ
い
・
響
き
あ
い
」
を
基
に
、
各
中
学
校
区
の
課
題
に
即
し

た
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設
け
、
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
、
発

表
の
仕
方
を
工
夫
し
た
り
す
る
な
ど
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
を
育
む

た
め
の
よ
り
よ
い
授
業
・
保
育
づ
く
り
の
研
究
を
２
年
計
画
で
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
そ
の
１
年
目
で
取
組
の
中
間
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
児
童
生
徒
の
交
流
活
動
と
し
て
夏
季
休
業
中
に
実
施
し
ま
し
た

泉
佐
野
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
相
馬
市
へ
の
被
災
地
訪
問
や
、
中
学
生

に
よ
る
国
際
交
流
（
モ
ン
ゴ
ル
国
訪
問
）
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
ま
す
。
様
々

な
経
験
の
中
で
の
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
と
成
長
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

後
半
の
部
で
は
、
落
語
家
の
桂か

つ
ら　

枝し

女め

太た

さ
ん
に
講
演
と
落
語
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
枝
女
太
さ
ん
は
、１
９
８
６
年
、朝
日
放
送
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
漫
才
・

落
語
新
人
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
て
最
優
秀
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
な
ん

ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
（
Ｎ
Ｇ
Ｋ
）
や
天
満
天
神
繁
昌
亭
、
各
種
落
語
会
、
地
域

寄
席
に
出
演
、
落
語
の
他
に
講
演
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
人
権
講
演
や
教
育

講
演
を
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
た
っ
ぷ
り
笑
っ
て
少
し
考
え
て
〜
言
葉
の
重
み
〜
」で
す
。

学
校
生
活
に
お
い
て
も
安
心
し
て
学
ぶ
た
め
に
は
「
言
葉
」
が
、
そ
し
て
一
人
ひ

と
り
が
大
切
に
さ
れ
た
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
故
・
五
代
目
桂　

文
枝
さ
ん

に
入
門
以
来
、
40
年
以
上
舞
台
に
立
ち
続
け
「
言
葉
」
と
い
う
も
の
の
重
み
を
強

く
実
感
し
て
い
る
枝
女
太
さ
ん
か
ら
講
演
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、 

落
語
を
演
じ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

泉
佐
野
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

12
月
22
日
㈮ 

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
あ
り
。
一
時
保
育
は
、
学
校
教
育
課
に
事
前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
263
回

　

「
向
井
久
万
、
そ
の
作
品
と
軌
跡
」

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
10
月
号
「
い
ず
み
さ
の
昔

と
今
」
の
記
事
に
２
ヵ
所
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
最
上
段
25
行
目「
泉

南
地
域
」
の
正
し
く
は
「
泉
州
地

域
」、
同
じ
く
31
行
目
の
「
泉
南

独
特
」
の
正
し
く
は
「
泉
州
独
特
」

と
な
り
ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。 

　

泉
佐
野
の
近
代
美
術
を
代
表
す
る

画
家
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
向
井

久
万
（
む
か
い
く
ま
）。
久
万
は
京

都
高
等
工
芸
学
校
（
現
・
京
都
工
芸

繊
維
大
学
）
図
案
科
を
卒
業
後
、
丸

紅
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
12
年
、
28
歳
の
と
き
に
小

川
翠
村（
す
い
そ
ん
）の
勧
め
も
あ
っ

て
、
西
山
翠
嶂
（
す
い
し
ょ
う
）
が

主
催
す
る
画
塾
青
甲
社
（
し
ょ
う
こ

う
し
ゃ
）の
門
下
生
と
な
り
ま
し
た
。

青
甲
社
時
代
の
昭
和
16
年
に
発
表
し

た
「
男
児
生
る
」
は
、
第
４
回
文
展

の
特
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
向
井
久
万
は
、
太
平
洋

戦
争
が
終
結
す
る
こ
ろ
に
は
、
青
甲

社
同
人
の
中
心
的
人
物
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
23
年
に
転

機
が
訪
れ
ま
し
た
。
久
万
は
上
村
松

篁
（
し
ょ
う
こ
う
）、
秋
野
不
矩
（
ふ

く
）、
吉
岡
堅
二
、
山
本
丘
人
（
き
ゅ

う
じ
ん
）、
福
田
豊
四
郎
ら
と
と
も

に
創
造
美
術
を
結
成
し
ま
す
。
創
造

美
術
は
設
立
時
に
「
我
々
は
世
界
性

に
立
脚
す
る
日
本
絵
画
の
創
造
を
期

す
」
と
宣
言
し
、
伝
統
的
な
日
本
画

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
時
代

の
新
し
い

日
本
画
を

め
ざ
す
美

術
団
体
で

し
た
。
そ

の
後
、
創

造
美
術
は

い
っ
た
ん
新
制
作
派
協
会
と
合
体
し

ま
す
が
、
昭
和
49
年
に
創
画
会
と
し

て
独
立
し
ま
し
た
。
向
井
久
万
は
こ

の
一
連
の
動
き
に
同
調
し
つ
つ
作
品

を
発
表
し
続
け
ま
し
た
。

　

向
井
久
万
の
注
目
す
べ
き
作
品
に
、

昭
和
25
年
の
第
３
回
創
造
美
術
展
に

出
品
さ
れ
た
「
浮
游
（
ふ
ゆ
う
）」
が

あ
り
ま
す
。
宙
に
浮
か
ぶ
顔
の
な
い

三
体
の
灰
色
の
人
物
。
混
乱
し
た
社

会
に
生
き
る
不
安
と
人
間
存
在
の
宿

命
を
表
現
し
た
、
久
万
の
独
自
性
を

示
す
作
品
で
あ
り
、
代
表
作
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
分
に

実
験
的
で
あ
り
、
現
代
美
術
に
も
通

じ
る
斬
新
さ
を
備
え
た
作
品
で
す
。

　

こ
の
あ
と
、
久
万
は
モ
デ
ル
に
よ

る
人
体
表
現
の
研
究
を
通
じ
、
女
性

の
裸
体
に
よ
る
群
像
作
品
に
力
を
傾

注
し
て
い
き
ま
す
。
昭
和
31
年
の
第

20
回
新
制
作
協
会
展
に
出
品
し
た

「
何
処
へ
」
は
そ
の
初
期
の
作
品
で

す
。
当
時
の
日
本
画
家
、
洋
画
家
の

間
で
は
、
敗
戦
後
の
混
乱
や
社
会
の

変
動
か
ら 

湧
き
上
が
る
自
ら
の
情
動

を
、
群
像
を
通
じ
て
表
現
す
る
動
き

が
あ
り
ま
し
た
が
、
向
井
久
万
の
群

像
は
、
宿
命
を
背
負
っ
た
孤
独
な
人

間
の
表
現
に
目
的
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

久
万
の
人
体
研
究
は
、
も
や
の
よ

う
に
白
濁
し
た
空
白
か
ら
一
本
の

線
、
う
る
し
の
よ
う
な
闇
黒
か
ら
ひ

と
つ
の
形
体
（
原
文
マ
マ
）
を
引
き

出
そ
う
と
す
る
も
の
、
と
自
ら
が
述

べ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
空
間
や
形

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
主
眼
で
は
な

く
、
目
に
見
え
な
い
何
か
を
表
現
す

る
媒
体
、
自
分
自
身
を
確
認
す
る
媒

体
と
い
う
視
点
に
立
脚
し
た
も
の
な

の
で
す
。
こ
の
た
め
久
万
が
円
熟
期

を
迎
え
て
か
ら
は
、
そ
の
対
象
を
裸

体
の
女
性
群
像
か
ら
仏
画
へ
と
転
換

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

秋
季
特
別
展
で
は
、
本
館
蔵
の
向

井
久
万
の
作
品
の
う
ち
、
裸
婦
作
品

を
中
心
に
年
代
を
追
っ
て
展
示
し
ま

す
。
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る

テ
ー
マ
や
画
風
に
よ
っ
て
、
向
井
久

万
の
内
面
の
変
化
を
感
じ
、
日
本
画

家
と
し
て
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
略（
以

下
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
）
で
、
情
報
交
換

な
ど
を
目
的
に
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
る
機
能
に
特
化
し
た
も
の
で
、
多

く
の
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
な
ど
の
端

末
か
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も

文
章
や
画
像
な
ど
を
気
軽
に
や
り
取

り
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
交
流
を
す
る

う
ち
に
、
仲
間
意
識
が
芽
生
え
て
つ

い
気
を
許
し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り

ま
す
。
中
に
は
匿
名
性
を
逆
手
に
取

る
悪
質
な
利
用
者
も
い
ま
す
。
最
近

若
年
世
代
か
ら
中
高
年
世
代
ま
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
女
性
と
趣
味
の

話
を
や
り
取
り
し
友
達
に
な
っ
た
。
突

然
女
性
か
ら
「
儲
か
る
話
が
あ
る
の

で
一
緒
に
行
こ
う
よ
」
と
誘
わ
れ
た
。

少
し
不
安
は
あ
っ
た
が
、
友
達
だ
し
儲

か
る
な
ら
い
い
か
と
思
い
出
か
け
た
。 SNSの利用は慎重に！

　

ビ
ル
の
一
室
で
化
粧
品
会
社
の
代

表
者
が
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。「
自
社
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
登
録
す
れ
ば
、
見
た
人
か
ら

ど
ん
ど
ん
お
金
が
入
る
」「
働
か
な
く

て
も
お
金
が
入
る
」「
他
の
人
を
勧
誘

す
れ
ば
報
酬
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う

説
明
だ
っ
た
。
断
れ
る
雰
囲
気
で
は

な
く
、
登
録
料
金
20
万
円
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
一
括
払
い
契
約
に
し
た
。

　

帰
宅
後
、
妻
に
「
マ
ル
チ
商
法
で

は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。
解
約
で

き
る
か
。

【
解
説
】　

相
談
者
が
持
参
し
た
書
面

は
概
要
書
面
だ
け
で
、
特
定
商
取
引

法
の
連
鎖
販
売
取
引（
マ
ル
チ
商
法
）

に
あ
た
る
も
の
で
し
た
。
特
定
商
取

引
法
で
は
、
契
約
時
に
は
遅
滞
な
く

契
約
書
面
の
交
付
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
相
談
者
に
は
契
約
書
面

不
交
付
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
書
面
を
業
者
に
発
信
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
後
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

が
解
約
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
が
確
認
し
、
相
談
を

終
了
し
ま
し
た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！
】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ

た
人
に
、
容
易
に
個
人
情
報
を
教
え

な
い
、
安
易
に
会
わ
な
い

●
勧
誘
さ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
絶
対

に
契
約
を
し
な
い

●
特
に
必
要
が
な
け
れ
ば
、
個
人
情

報
の
公
開
は
家
族
・
友
人
に
限
定
す
る

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｉ
Ｄ
は
、
外
か
ら
検
索

さ
れ
な
い
安
全
な
設
定
に
す
る

　

相
談
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ

　

▶
向
井
久
万　
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
期
間

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
売
買
春
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て

「
第
２
次
い
ず
み
さ
の
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
（
第
２
次
人
ひ
と
プ
ラ
ン
）」

の
基
本
目
標
に
「
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

排
除
」
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
か
ら
、
女
性
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
】

　

紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ

と
で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同

を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
暴
力
の

下
に
身
を
置
い
て
い
る
人
々
に
対
し

て「
あ
な
た
は
一
人
で
は
な
い
よ
！
」

と
励
ま
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
も
な
り

ま
す
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
に

あ
な
た
も
リ
ボ
ン
を
！
】

　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は

泉
佐
野
市
人
権
対
策
本
部
の
男
女
共

同
参
画
部
会
や
い
ず
み
さ
の
女
性

セ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（IW

N

）

の
協
力
で
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ

リ
ー
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
に
賛
同
い
た

だ
け
る
人
は
ぜ
ひ
こ
の
ツ
リ
ー
に
リ

ボ
ン
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ツ
リ
ー

は
市
関
係

施
設
な
ど

に
設
置
予

定
で
す
。

【
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
】

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜

日
（
第
５
週
、
祝
日
除
く
）
に
実
施

し
て
い
る
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談

に
加
え
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
期
間
事
業
と
し
て
女
性
の

た
め
の
秋
の
特
設
電
話
相
談
を
11
月

の
毎
週
土
曜
日 

午
後
１
時
〜
３
時

に
行
い
ま
す
。
名
前
を
伺
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
４
６
９・７
４
０
２

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
（
通
話
料

の
み
本
人
負
担
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
週
間

事
業
＆
条
例
制
定
記
念
企
画
講
座

「
こ
れ
っ
て
Ｄ
Ｖ
？
」

〜
Ｄ
Ｖ
に
気
づ
い
て
い
な
い

あ
な
た
へ
〜

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
殴

る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
は
Ｄ

Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
人

は
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
暴
力
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｖ
に
は
い

ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

や
周
り
の
人
も
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
も
っ
と

詳
し
く
知
り
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
16
日
㈭ 

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

国
安
澄
江
さ
ん
（
ウ
ィ
メ
ン

ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
ス
タ
ッ
フ
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜

就
学
前
）
あ
り
、
希
望
者
は
11
月
10

日
㈮
ま
で
に 

　人権擁護委員が
法務大臣表彰を受賞

　10月16日、法務省で開催された法務大
臣表彰式において、当市の人権擁護委員で
ある中村初美さんが、法務大臣表彰を受賞
しました。中村さんは、平成18年人権擁
護委員に委嘱され、人権相談や人権啓発活
動に広く積極的に従事するなど、地域にお
ける人権擁護活動に永年努められました。
問合先　人権推進課 

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
再
び

平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解

と
支
援
が
大
切
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
を
思
い
や
る
社
会

へ
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た

人
へ
の
相
談
、
付
添
い
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
・
支
援
は

す
べ
て
無
料
で
す
。（
秘
密
厳
守
）

相
談
電
話☎

06
・
６
７
７
４
・
６
３
６
５

〔
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.

ovsac.jp/

〕

主
催　

大
阪
府
公
安
委
員
会
認
定
犯

罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体 

認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

大
阪
被
害
者
支
援
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

人
権
推
進
課 
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第
65
回
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

日
時　

12
月
10
日
㈰ 

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

大
阪
市
立
中
央
区
民
セ
ン

タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

内
容

●
表
彰
式
…
賞
状
・
副
賞
の
授
与
、

最
優
秀
賞
受
賞
者
本
人
に
よ
る
作
文

朗
読
ほ
か

●
中
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

…
大
阪
府
内
の
中
学
生
に
よ
る
吹
奏

楽
演
奏
お
よ
び
合
唱

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

問
合
先　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三
課

（
☎
06
・
６
９
４
２・
９
４
９
２
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料 

12月4日～10日は人権週間です
泉佐野市人権のつどい

開催日　12月2日㈯
場所　エブノ泉の森 小ホール
時間・内容
●音楽のつどい…

午後1時30分～2時50分
「トーク＆ピアノ演奏のステージ ～いち
ばん大切にしたいのは“思いやりの心”
～」清水紘子さん（ピアニスト） 
●発表のつどい…午後3時～3時50分
「小・中学生人権作品表彰式と発表」
問合先　泉佐野市人権を守る市民の会
　　　　（人権推進課内）
※入場無料、手話通訳あり。一時保育
（1歳～就学前）を希望する人は、11
月24日㈮までに申込要

清水紘子…兵庫県出
身。生まれつきの弱
視だったが、7歳で
右目を失明し、小学
校に入学してからは
拡大教科書を使って
勉強を続ける。その
後、17歳（阪神淡路

大震災直後）に左目を失明する。
　家族や友人に支えられながらピ
アノレッスンを続け、1993年に
全日本盲学生音楽コンクールピア
ノ部門で第1位、2000年にはNHK
障害福祉賞優秀賞を受賞など活躍。
現在は各地で小・中学生や市民を
対象にした演奏＆講演の活動も
行っている。

スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

Ｎ
Ｈ
Ｇ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
初
回
講

習
会
（
４
０
０
円
・
約
１
時
間
・
申

込
要
）
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
室
内
用
靴
、
運
動
着
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

●
高
校
生
以
上
…
１
回
２
０
０
円（
月

極
・
11
枚
綴
り
回
数
券
各
２
，
０
０

０
円
）

●
60
歳
以
上
…
１
回
１
０
０
円（
月
極・

11
枚
綴
り
回
数
券
各
１
，
０
０
０
円
）

●
中
学
生
…
１
回
２
０
０
円
（
学
生

証
の
提
示
で
１
０
０
円
） 

問
合
先　

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

体
育
分
館
（
Ｎ
Ｈ
Ｇ
）（
☎
４
６
４
・

８
７
４
５ 

Fax
４
６
４
・
８
７
４
６
）

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・ 健康増進センターをご利用ください！
問合先　健康増進センター（☎469-1000 Fax469-6666）

利用者 プール トレーニング ランニング 
大人

（高校生以上）
1回 600円

（月極 6,000円）
1回 400円

（月極
 4,000円）

※中学生以上
利用可

1回 200円高齢者（60歳以
上の市内在住者） 1回 300円

（月極 3,000円）3歳～中学生 1回 100円
障害者手帳を持っている人は無料

◆遊泳時間
・大人（高校生以上）…9:00～20:45

（学校水泳実施日は12:00～）
・中学生…9:00～19:00（学校水泳実施日は12:00～）
・身長120㎝以上の小学生…12:00～17:00
※スイミングキャップを着用してください。身長120㎝未
満の小学生・未就学児が遊泳する場合、保護者（18歳以上）
が一緒に入水してください。中学生以下は保護者（18歳以
上）が一緒に入水する場合は9:00～20:45で遊泳可能です。※表示料金はすべて税込です。

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

あ
い
あ
い
講
座

「
暴
力
の
な
い
社
会
をめざ

し
て
」

〜
自
分
も
相
手
も

大
切
に
す
る
関
係
と
は
？
〜

　

Ｄ
Ｖ
、
モ
ラ
ハ
ラ
、
性
暴
力
な
ど
、

様
々
な
言
葉
が
社
会
の
中
で
日
々
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

ど
ん
な
関
係
性
の
こ
と
な
の
か
？
自

分
が
経
験
し
た
こ
と
は
Ｄ
Ｖ
な
の

か
？
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
女
性
限
定
の
講

座
で
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈭

　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

野
村
宏
子
さ
ん
（
ウ
ィ
メ
ン

ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
ス
タ
ッ
フ
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
29
日
㈬
ま
で

に
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
は
ｅ
メ
ー

ル
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
、
年
代
、
講
座
名
を
記
入
）

で
人
権
推
進
課
へ
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、30日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南公民館 図書室】
毎週月曜日、3日㈷、23日㈷、30日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 8日
29日 20日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 17日 8日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 8日
29日 20日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 17日 8日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 8日
29日 20日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 10日 1日

22日 1時10分～2時10分

日根野小学校裏門 1日
22日 13日 1時10分～2時10分 府営長滝住宅集会所 10日 1日

22日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 1日
22日 13日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅

一斉清掃ゴミ置き場前 25日 16日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 15日 6日
27日 1時25分～2時25分 貝田町会館 25日 16日 2時30分～3時10分

北部市民交流セン
ター本館 15日 16日27日 2時45分～3時45分 新家町会館 25日 16日 3時30分～4時30分

上之郷小学校裏門 9日 7日
28日

木

1時10分～2時10分 樫井西町若宮神社境内 11日 2日 1時00分～2時00分

安松町会館 9日 7日
28日 2時30分～3時10分 府営羽倉崎住宅

中央集会所 11日 2日 2時15分～3時15分

西出町会館 16日 14日 2時20分～3時00分 湊町会館 11日 2日 3時40分～4時30分

府営鶴原北住宅集会所 16日 14日 3時30分～4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 18日 9日 1時20分～2時00分

日新小学校南門 24日 15日 

金

1時10分～2時10分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 18日 9日 2時20分～3時20分

野々地蔵町内会館 24日  15日 2時50分～3時30分 北中ちびっこ広場 18日 9日 3時30分～4時30分

土丸長生会館 24日  15日 3時50分～4時30分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする
場合があります。

新着図書案内
【一般書】　▶読みたい心に火をつけろ！
（木下通子）▶誰もボクを見ていない（山
寺　香）▶7日間勉強法（鈴木秀明）▶い
びき女子、卒業！（大場俊彦）
【児童書】　▶おにぎりころころ（トモコ=
ガルシア）▶おふろでなんでやねん（鈴
木　翼）▶タコめし（つきおか ようた）
※上記以外の新着図書については、問い
合わせてください。

おはなし会の玉手箱
　市のボランティアグループが集まるおはな
し会イベントです。小さな子どもから大人ま
で、一緒におはなし会を楽しみましょう！
日時　11月23日㈷ 
　　　午後2時～4時30分（出入り自由）
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ
中央図書館 2階視聴覚室
出演　図書館おはなし会、紙ひこうき、泉
佐野子どもの本の会、クローバー、なかよ
し文庫 ほか
※申込不要、参加無料

製本教室
　本のしくみに詳しい講師に
よる製本教室です。本格的な
和綴じノート（B5サイズ・亀
甲綴じ）を作ってみませんか？
日時　11月19日㈰ 
　　　午後1時30分～4時
対象　小学5年生以上
定員　12人（先着順）
講師　東　佐智子さん
材料費　500円
持ち物　手拭き用タオル（汚
れてもよい乾いたもの）、目
打ち、ヘラ、金槌、カッター、
はさみ、30㎝定規、カッター
マット、太めの絵筆（ボンド
貼付用）
場所・申込　11月1日㈬ 午前
9時30分以降に電話でレイク
アルスタープラ
ザ・カワサキ中央
図書館へ

土曜子どもシアター
日時　11月11日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラ
ザ・カワサキ中央図書館 2階
視聴覚室
内容　「フランダースの犬」

（90分）
定員　80人（先着順）
※申込不要、参加無料。毎月
第2土曜日に子ども向け「映画
会」を予定しています。

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊び
などをします。
日時　11月15日㈬、12月6日㈬
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラ
ザ・カワサキ中央図書館 2階
視聴覚室
※申込不要、参加無料
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文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター 本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時15分
※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

 メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

  メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

インフ
ォ

  メー
ション

相　

談

健　

康

そ
の
他

福　

祉

歴　

史

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
美
味
し
い
！お

正
月
料
理
を
つ
く
ろ
う

日
時　

12
月
15
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

メ
ニ
ュ
ー　

鮭
の
南
蛮
漬
け
、
鶏
肉
団

子
の
照
り
煮
、
大
根
と
サ
ー
モ
ン
の
な

る
と
、
鶏
笹
身
の
梅
肉
和
え
、
う
巻
き
、

紅
羊
羹
、
広
島
雑
煮

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

奥
野
文
子
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

■
か
ぎ
針
で
ニ
ッ
ト
帽
を
編
も
う

　

初
心
者
も
安
心
。
自
分
好
み
の
毛
糸

も
選
べ
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈬
・
29
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
2
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

林　

浩
子
さ
ん

（
日
本
手
芸
普
及
協
会
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

か
ぎ
針
５
号
、
太
め
の
と
じ

針申
込　

11
月
４

日
㈯
以
降
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
11

月
14
日
㈫
ま
で

■
新
春
を
祝
う

ミ
ニ
葉
ボ
タ
ン
の
寄
せ
植
え

　

今
年
も
ミ
ニ
葉
ボ
タ
ン
を
使
っ
た
寄

せ
植
え
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

藪　

晋
一
さ
ん（
園
芸
店
店
主
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

■
確
定
申
告
の
仕
方

　

ふ
る
さ
と
納
税
や
医
療
費
控
除
な

ど
、
知
っ
て
得
す
る
税
制
度
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
藪
清
子
さ
ん

（
泉
佐
野
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門
）

申
込　

11
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

11
月
７
日
㈫
以

降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入・キ
ャ

ン
セ
ル
は
11
月

21
日
㈫
ま
で

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
３
枚
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
22
日
㈬
ま
で

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
「
漢
検
」
対
策
講
座

　

漢
字
検
定
の
合
格
に
向
け
て
一
緒
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
・
16
日

㈯
、
来
年
１
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯ 

午
後
３
時
〜
４
時
30
分
（
全
５
回
）

対
象　

漢
字
検
定
の
受
検
を
考
え
て
い

る
人

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込　

11
月
８
日
㈬
〜
30
日
㈭
に
受
講

料
を
添
え
て
事
務
室
へ

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
仮
申
込
可 

■
第
３
回
漢
字
検
定
（
10
級
〜
２
級
）

日
時　

来
年
１
月
27
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

定
員　

各
級
10
人
（
先
着
順
）

受
験
料

10
級
〜
８
級
１
，
５
０
０
円
、
７
級
〜

５
級
２
，
０
０
０
円
、
４
級
〜
準
２
級

２
，
５
０
０
円
、
２
級
３
，
５
０
０
円

申
込　

11
月
１
日
㈬
以
降
に
、
申
込
書

に
受
験
料
を
添
え
て
事
務
室
へ
（
申
込

書
は
事
務
室
に
設
置
）

■
お
い
し
い
サ
ン
タ
パ
ン
に
挑
戦
！

日
時　

12
月
16
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

場
所　

佐
野
公
民
館 

３
階
料
理
室

（
現
地
集
合
）

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

４
０
０
円

申
込　

11
月
14
日
㈫
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
12
月

1
日
㈮

ま
で 

■
ヒ
バ
の
木
で
つ
く
るＸ

ｍ
ａ
ｓ
リ
ー
ス

日
時　

12
月
９
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
２
時

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

６
０
０
円

申
込　

11
月
11
日
㈯
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費

の
納
入
・

キ
ャ
ン

セ
ル
は

11
月
25

日
㈯
ま

で 青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
２
・
２
９
３
９

Fax
４
６
４
・
０
４
０
９
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文
化
・
教
養

そ
の
他

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
絵
手
紙
教
室

〜
タ
オ
ル
筆
を
作
っ
て

年
賀
状
を
描
い
て
み
よ
う
〜

日
時　

11
月
20
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

前
河
直
子
さ
ん（

ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

11
月
17
日
㈮
ま
で

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

開
催
日

（
11
月
）

講 

座 

名 

①
16
日
㈭
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

②
21
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

③
24
日
㈮
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
で

自
分
の
色
を
見
つ
け
よ
う

■
新
た
な
確
定
拠
出
年
金
な
ど
を
ふ
ま

え
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

安
心
し
て
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
マ
ネ
ー
プ
ラ

ン
を
立
て
て
生
活
に
見
通
し
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
２
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
倉
佳
代
子
さ
ん
（
日
本
証
券

業
協
会 

金
融
・
証
券
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

申
込　

11
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時

保
育
（
若
干
名
・
先

着
順
）
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

良
い
年
迎
え
よ
う
！そ

ば
打
ち
体
験
講
座

　

講
師
の
打
っ
た
そ
ば
を「
ざ
る
そ
ば
」

「
ち
り
と
て
ち
ん
（
お
ろ
し
そ
ば
）」「
鴨

南
蛮
」
で
試
食
し
て
、
自
分
で
打
っ
た

そ
ば
は
ダ
シ
付
き
で
持
ち
帰
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

井
野
榮
二
さ
ん
（
全
国
麺
類
文

化
地
域
間
交
流
協
議
会
認
定
３
段
）
他

材
料
費　

１
，
８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
持
ち
帰
り
用
容
器

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
簡
易
弁
当
箱
程
度
）、

５
０
０
ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
２
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座

〜
ゆ
ら
ゆ
ら
、
ふ
わ
ふ
わ
、
透
明
感
…

魅
惑
の
イ
ン
テ
リ
ア
〜

　

色
と
り
ど
り
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を

澄
ん
だ
オ
イ
ル
と
と
も
に
瓶
詰
め
し
た

イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
の「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」

■
楽
し
く 

美
味
し
く

本
物
の
珈
琲
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
！

　

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
私

達
を
取
り
巻
く
食
と
健
康
と
環
境
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
焙
煎
体
験

＆
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
み
比
べ
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈫ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
有
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
地
球
が
見
え
る 

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

５
０
０
円
（
焙
煎
し
た
コ
ー

ヒ
ー
約
４
杯
分
の
お
土
産
付
き
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ふ
き
ん

申
込　

11
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
17
日
㈮

ま
で

※
一
時
保
育
（
若

干
名
・
先
着
順
）

あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

■
生
花
の
ミ
ニ
ツ
リ
ー
ア
レ
ン
ジ

　

こ
の
時
期
に
ピ
ッ
タ
リ
の
生
花
の
ミ

ニ
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
約
１
ヵ

月
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
鑑
賞
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈬

●
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

●
午
後
１
時
〜
２
時
45
分

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
島
知
子
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ス
Ｃ
Ｆ
デ
ィ
プ
ロ
マ
）

材
料
費　

２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、持
ち
帰
り
用
袋（
高

さ
約
35
㎝
×
奥
行
き
約
13
㎝
の
作
品
が

入
る
も
の
）

申
込　

11
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材

料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル

は
11
月
21
日

㈫
ま
で

を
製
作
し
ま
す
。
カ
ラ
ー
は
、
パ
ー
プ

ル
・
オ
レ
ン
ジ
・
ピ
ン
ク
・
ポ
ッ
プ
レ
ッ

ド
・
シ
ッ
ク
レ
ッ
ド
の
５
色
か
ら
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日
㈮

●
午
前
10
時
〜
11
時

●
午
前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　

各
16
人
（
先
着
順
）

講
師　

宇
野
知
恵
美
さ
ん
（
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
師
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

ピ
ン
セ
ッ
ト
、
は
さ
み
、
持

ち
帰
り
用
袋
（
高
さ
16.5
㎝
の
ボ
ト
ル
が

入
る
も
の
）

申
込　

11
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
７
日
㈭
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

①
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

②
③
…

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
後
藤
昭
美
さ
ん（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ポ
ム
）

②
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

③
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
②
）　

は
さ
み
、
持
ち
帰

り
用
袋

申
込　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
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文
化
・
教
養

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

各
種
文
化
・
教
養

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

　

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
１
本
分
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
㈪ 
午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

11
月
１
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

■
干
支
の
置
物

　

来
年
の
干
支
で
あ
る
戌
（
い
ぬ
）
の

置
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
29
日
㈬ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

20
人（

先
着
順
）

講
師　﨑

山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
は
さ
み
、
手
芸

用
ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
１
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

　

２
種
類
の
サ
イ
ズ
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
村
明
子
さ
ん

（
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費

●
直
径
20
㎝　

２
，
０
０
０
円

●
直
径
15
㎝　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

11
月
８
日
㈬

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
。
材
料
費
の
納

入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は

11
月
22
日
㈬
ま
で

■
か
ぎ
針
編
み

〜
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
〜

日
時　

11
月
24
日
㈮
、
12
月
１
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

馬
場
春
美
さ
ん

（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

か
ぎ
針
７
号
、
は
さ
み
、
筆

記
用
具

申
込　

11
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
11
月

17
日
㈮
ま
で

■
手
ご
ね
パ
ン
作
り
講
座

　

あ
ん
パ
ン
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
ロ
ー
ル
を

作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
持

ち
帰
り
用
容
器

■
コ
ー
ラ
ス
体
験
講
座Part.2

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
お
う
！

　

一
足
早
く
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ

い
な
が
ら
、
お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す

気
持
ち
良
さ
や
心
を
合
わ
せ
て
歌
う
感

動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
30
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

道
下
佳
世
さ
ん 

（
泉
佐
野
市
少
年
少
女
合
唱
団
講
師
）

申
込　

11
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
21
日
㈫
ま
で

■
ｉ
ｃ
ａ
（
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
）

国
際
交
流
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野

地
球
交
流
協
会
（
ｉ
ｃ
ａ
）（
火
〜
金
曜

日
、
日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

☎

４
６
４・
７
２
０
１ 

Fax
４
６
４・
７
１
７

７ 

ｅ
メ
ー
ル
：ica@

ica.gr.jp

）

【
イ
ス
ラ
ム
文
化
を
知
ろ
う

〜
医
療
＆
カ
タ
ー
ル
編
〜
】

　

最
近
は
地
域
在
住
の
イ
ス
ラ
ム
圏
の

人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム

文
化
を
理
解
し
て
、
お
互
い
に
気
持
ち

良
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
19
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
事
務
所

（
大
西
１
丁
目
16
番
５
号
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

リ
ュ
ウ・キ
ン・フ
ォ
ン
さ
ん（
医

療
通
訳
者
）、
東　

健
太
郎
さ
ん
（
国
際

交
流
基
金 

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー 

日
本

語
教
育
専
門
員
）

※
受
講
無
料

【
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
り
】

　

世
界
各
国
か
ら
来
日
し
て
い
る
研
修

生
と
お
祭
り
気
分
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
23
日
㈷ 

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

国
際
交
流
基
金 

関
西
国
際
セ

ン
タ
ー
（
田
尻
町
り
ん
く
う
ポ
ー
ト
北

３
番
14
号
）

内
容

●
ホ
ー
ル
…
世
界
の
民
族
衣
装
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
紹
介 

ほ
か

●
各
種
ブ
ー
ス
…
う
ち
わ
に
好
き
な
字

を
書
い
て
み
よ
う
、
茶
道
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
紹
介 

ほ
か

主
催　

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
交

流
支
援
協
議
会

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 

持
ち
物　

飲
料
水

申
込　

11
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
理
系
女
子
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
サ
イ
エ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス

「
パ
チ
ッ
と
痛
い
静
電
気
パ
ワ
ー
！

〜
風
船
電
球
を
つ
く
ろ
う
〜
」

　

楽
し
い
実
験
を
し
な
が
ら
、い
っ
し
ょ

に
考
え
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
９
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
の
女
子
児
童
と
保
護
者

※
４
〜
６
年
生
は
１
人
で
参
加
可

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

講
師　

大
阪
府
立
大
学 

理
系
女
子
大

学
院
生
チ
ー
ム
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ（
ア
イ
リ
ス
）

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、ウ
ー
ル
製
品（
手

袋
・
マ
フ
ラ
ー
な
ど
）

共
催　

大
阪
府
立
大
学
女
性
研
究
者
支

援
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

11
月
４
日
㈯
以
降
に

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
い
ず
み
さ
の
女
性

セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２

５
）
へ
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
２
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に（
11
月
25
日
㈯
ま
で
） 

相　

談

健　

康

そ
の
他

福　

祉

歴　

史
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文
化
・
教
養

■
第
４
１
２
回 

観
の
会

日
時　

11
月
16
日
㈭ 

午
後
３
時
30
分
〜

５
時　

※
毎
月
第
３
木
曜
日
開
催

場
所　

佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　

貝
と
私
（
２
）

話
す
人　

岡
村
親
一
郎
さ
ん

問
合
先　

岡
村
（
☎
４
６
４・７
７
２
３
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

福　

祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

い
ず
れ
も申

込
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
子
育
て
支
援
課
、
交

流
会
会
場
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ
月
健

康
診
査
会
場
（
健
診
セ
ン
タ
ー
）

■ 

親
子
の
絆
を
深
め
る

タ
ッ
チ
ケ
ア
＆
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

開
催
日　

11
月
16
日
㈭

【
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
】

　

赤
ち
ゃ
ん
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、

心
身
の
成
長
を
促
し
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
45
分
〜
正
午

対
象　

２
〜
８
ヵ
月
前
後
の
子
ど
も
と

保
護
者

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

【
保
湿
ク
リ
ー
ム
作
り
】

　

敏
感
な
子
ど
も
の
肌
に
も
や
さ
し
い

天
然
素
材
の
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

マ
マ
の
あ
た
た
か
い
手
で
塗
っ
て
乾
燥

■
産
後
の
ケ
ア

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
外
出
し
、
息
抜

き
を
し
ま
せ
ん
か
？
他
の
マ
マ
と
の
会

話
を
楽
し
み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

【
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

〜
体
幹
を
整
え
、

産
後
の
姿
勢
改
善
を
図
る
〜

開
催
日　

11
月
10
日
㈮

講
師　

奥
野
美
恵
さ
ん
（
助
産
師
）

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am
m
a caff è

「SO
RRISO

 BEA
TO

」（
ソ
ッ
リ
ー
ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：

至
福
の
微
笑
）

　

子
ど
も
を
つ
れ
て
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
！

子
育
て
の
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
24
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要

【
産
後
ヨ
ガ
】

〜
姿
勢
を
良
く
し
、
体
調
を
整
え
る
〜

開
催
日　

11
月
17
日
㈮

講
師　

石
橋
久
美
子
さ
ん
（
助
産
師
）

い
ず
れ
も

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

産
後
１
ヵ
月
以
降
の
母
親

※
子
ど
も
と
一
緒
に
受
講
可

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

11
月
６
日
㈪
以
降
に
電
話
で

※
申
込
者
５
人
以
上
で
開
催

か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

対
象  

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

い
ず
れ
も

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

講
師　

き
た
が
わ 

ひ
ろ
み 

さ
ん

（
Ｋ
Ａ
Ｆ
認
定
講
師
）

申
込　

11
月
６
日
㈪
以
降
に
電
話
で

※
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
に
お
茶
会
あ

り
（
弁
当
持
参
、参
加
・
出
入
り
自
由
）。

香
り
の
足
湯
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お

茶
会
の
み
参
加
１
０
０
円
。
身
長
と
体

重
が
自
由
に
測
れ
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
冬
コ
ー
ス

　

安
心
し
て
遊
べ
る
場
を
提
供
し
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
（
各
全
９
回
）

●
来
年
１
月
９
日
〜
３
月
13
日
の

毎
週
火
曜
日

●
来
年
１
月
10
日
〜
３
月
14
日
の

毎
週
水
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

各
25
組
程
度

申
込　

11
月
30
日
㈭
、
12
月
１
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
４
時
に
電
話
で

■
あ
そ
び
の
広
場

「
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
」

日
時　

12
月
１
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

各
種
福
祉

■
と
も
い
き

〜
第
15
回
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展
〜

　

楽
し
く
学
べ
る
体
感
型
・
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
行
い
ま
す
。

開
催
日
・
内
容

●
11
月
18
日
㈯
…
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
対
戦 

な
ど

●
11
月
19
日
㈰
…
Ｉ
Ｔ
機
器
展
２
０
１

７
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展 

な
ど

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ 

泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ケ

丘
」
駅
下
車
２
０
０
ｍ
）

問
合
先　

府
民
お
問
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
（
☎
06
・
６
９
１
０

・
８
０
０
１ 

Fax
　

06
・
６
９
１
０
・
８
０

０
５
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料 
■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

社
会
参
加
と
、
自
ら
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
介
護
施
設
な

ど
で
話
し
相
手
や
行
事
補
助
な
ど
の
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
時　

11
月
14
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
認
知
症
の
理
解 

他

対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
・
問
合
先　

11
月
13
日
㈪
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 

Fax
４
６

２・
５
４
０
０
）
へ 

そ
の
他

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
・
研
修
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

午
後
２
時
か
ら
研
修
会
「
や
さ
し
い

障
が
い
理
解
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
・
問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ

「
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
」

　

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
人
、
ち
ょ
っ
と
時

間
の
空
い
た
人
、
ち
ょ
っ
と
お
茶
を
飲
み

た
い
人
、
散
歩
途
中
の
ひ
と
休
み
、
待
ち

合
わ
せ
の
場
所
な
ど
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
ふ
ら
り
と
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
〜
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え

（
羽
倉
崎
３
丁
目
８
番
１
号 

☎
０
９
０
・

３
８
７
３
・
１
７
６
９
〔
ヤ
ジ
〕）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
愛
の
献
血

　

献
血
バ
ス
で
、
４
０
０
ml
限
定
の
献

血
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

泉
佐
野
市
役
所

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

■
子
育
て
支
援
講
座

パ
テ
ィ
シ
エ
・
ウ
ィ
ズ
の「
手
作
り
ケ
ー

キ
で
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
！
ク
リ
ス
マ
ス
」

日
時　

11
月
26
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

４
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

西　

道
子
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ケ
ー

キ
を
入
れ
る
ケ
ー
ス
２
個

申
込
・
問
合
先　

11
月
４
日
㈯ 

午
前

９
時
以
降
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ
ズ
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
６
・

１
９
６
３
）
へ

※
申
込
は
１
人
１
組
。
一
時
保
育
希
望

者
は
申
込
時
に

■
社
協
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

バ
ン
ド
演
奏
や
大
道
芸
を
、
友
だ
ち

と
一
緒
に
楽
し
も
う
！
サ
ン
タ
さ
ん
も

登
場
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
！

日
時　

11
月
25
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
で
18
歳
未
満
の
障
害

児
（
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
児
童

お
よ
び
支
援
学
校
・
学
級
の
生
徒
）、

市
子
育
て
支
援
課
・
教
育
委
員
会
の
相

談
に
か
か
わ
る
児
童
・
両
親
の
い
な
い

児
童
、
交
通
遺
児

※
同
伴
者
も
参
加
可

申
込
・
問
合
先

11
月
17
日
㈮
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎ 

４
６
４

・
２
２
５
９
）
へ

■
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
45
回
学
習
発
表
会
」

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に

な
っ
て
演
じ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日

●
高
等
部
…
12
月
２
日
㈯

●
小
・
中
学
部
…
12
月
３
日
㈰

相　

談

相　

談

■
泉
南
地
域
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
賃
金
不
払
い
、
産
休
・
育
休
、

出
向
・
配
置
転
換
、
有
給
休
暇
、
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
、
働
く
な
か
で
の
悩
み
の
相

談
に
、
面
談
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
８
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

岸
和
田
市
立
産
業
会
館
（
岸
和

田
市
別
所
町
３
丁
目
13
番
26
号
）

対
象　

府
内
在
住
・
在
勤
者
、
事
業
主

主
催　

泉
南
地
域
労
働
行
政
機
関
運
営

委
員
会

申
込
・
問
合
先　

岸
和
田
市
産
業
政
策

課
（
☎
４
２
３
・
９
６
２
１
）

※
相
談
無
料 

■
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
中
（
11
月
12
日
〜
25
日
）
に
、

強
化
週
間
と
し
て
開
設
し
ま
す
。
人
権

擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
電
話
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時（
18
日
㈯
・

19
日
㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題

相
談
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

問
合
先　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

（
☎
06
・
６
９
４
２・
９
４
９
６
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
心
配
ご
と
相
談
所　

出
張
相
談

日
時　

11
月
15
日
㈬ 

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野 

２
階
特
設
会
場

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
９
・
２
１
５
５
）

※
申
込
不
要
、
相
談
無
料

■
女
性
弁
護
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

特
設
法
律
相
談
（
予
約
制
）

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の

暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
、
性

暴
力
、性
犯
罪
）被
害
に
関
す
る
相
談
や
、

離
婚
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
５
時

※
相
談
時
間
は
１
人
25
分

場
所　

田
尻
町
立
公
民
館 ２

階
小
会
議
室

対
象　

泉
佐
野
市
・
泉
南
市
・
阪
南
市
・

熊
取
町
・
田
尻
町
・
岬
町
に
在
住
・
在

勤
の
女
性

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
‐

り
ん
く
う

申
込　

11
月
２
日
㈭ 

午
前
８
時
45
分

以
降
に
電
話
で
田
尻
町
企
画
人
権
課
へ

問
合
先　

田
尻
町
企
画
人
権
課
（
☎
４

６
６
・
５
０
１
９ 

Fax
４
６
６
・
８
７
２

５
）
ま
た
は
、
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

※
相
談
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

（
11
月
10
日
㈮
ま
で
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
50
分

場
所　

府
立
佐
野
支
援
学
校
体
育
館

問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
） 

※
学
校
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

相　

談

健　

康

そ
の
他

福　

祉

歴　

史
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文
化
・
教
養

相　

談
（
つ
づ
き
）

相　

談
（
つ
づ
き
）

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
13
日
㈪ 

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分　

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
で
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

健
康
推
進
課

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
筋
ト
レ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
有
酸
素

運
動
）
の
関
連
性
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

日
時　

11
月
24
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

定
員　

20
人（

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

11
月
１
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

■
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
×

泉
佐
野
市
イ
ベ
ン
ト
企
画

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

【
第
１
弾
】

日
時　

11
月
25
日
㈯ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
講
演
会
は
午
後
１
時
〜
２
時
、
血
管
年

齢
測
定
は
正
午
〜
午
後
３
時
）

内
容　

山
下
静
也
（
り
ん
く
う
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー 

病
院
長
）・
舩
津
俊
宏（
心

臓
血
管
外
科
部
長
）
に
よ
る
講
演
会
、

健
康
相
談
会
、心
肺
蘇
生
法
講
習
会（
Ａ

■
健
康
教
室
（
予
約
制
）

「
知
っ
て
得
す
る
！
高
血
圧
！
」

〜
医
学
的
見
地
よ
り

お
役
に
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

12
月
14
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）

内
容　

貴
志　

豊
さ
ん
（
泉
佐
野
泉
南

医
師
会 

医
師
）
に
よ
る
講
演
、
管
理

栄
養
士
の
話
、
あ
な
た
の
お
う
ち
の
み

そ
汁
の
塩
分
測
定
（
希
望
者
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
自
分
の
健
診
な

ど
の
結
果
（
お
持
ち
の
人
）、
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）、
塩
分

測
定
希
望
者
は
自
宅
の
み
そ
汁
（
汁
の

み
約
１
０
０
㎖
を
容
器
に
入
れ
て
持
参
）

申
込　

11
月
10
日
㈮
以
降
に

※
受
講 

無
料

健　

康

健　

康

■
特
設
人
権
・
行
政
相
談

〜
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
〜

　

人
権
問
題
や
国
の
行
政
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
３
階
３
０
１
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
申
込
不
要
、
相
談
無
料

■
第
34
回不

動
産
無
料
一
般
相
談
フ
ェ
ア

〜
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
〜

日
時　

11
月
23
日
㈷

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル 

祭

り
の
広
場
、
カ
ン
カ
ン
ベ
イ
サ
イ
ド

モ
ー
ル
な
ど

内
容　

無
料
一
般
相
談
、
泉
州
の
ま
ち

の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
（
泉
佐
野
市
も
参
加
）、

泉
州
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
！
、
ビ
ン

ゴ
大
会
、
献
血
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習 

な
ど

後
援　

国
土
交
通
省
、
大
阪
府

協
力　

泉
佐
野
市
、
和
泉
市
、
泉
大
津

市
、
忠
岡
町
、
岸
和
田
市
、
貝
塚
市
、

熊
取
町
、
田
尻
町
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、

岬
町
、
大
阪
府
警
岸
和
田
警
察
、
岸
和

田
市
消
防
本
部
、
泉
州
広
告
㈱
、
血
液

セ
ン
タ
ー

問
合
先　

大
阪
府
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
泉
州
支
部
（
☎
４
３
８
・
９
０
０
１
）

■
借
金
問
題
解
決
の
た
め
の

土
・
日
無
料
相
談
会

　

近
畿
財
務
局
、
大
阪
府
、
大
阪
弁
護

士
会
が
開
催
し
、
弁
護
士
の
面
談
を
行

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

近
畿
財
務
局
（
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
４
丁
目
１
番
76
号 

地
下
鉄「
谷

町
四
丁
目
」
駅
）

申
込
・
問
合
先　

近
畿
財
務
局 

相
談

窓
口
（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
５
２
３
） 

Ｅ
Ｄ
使
用
法
な
ど
）、
血
管
年
齢
測
定

（
当
日
午
前
11
時
30
分
か
ら
整
理
券
を

配
布
・
定
員
あ
り
）

申
込　

11
月
１
日
㈬
〜
18
日
㈯
（
当
日

消
印
有
効
）
に
「
11
月
25
日
の
講
演
会

希
望
」、
参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名
・
生

年
月
日
・
郵
便
番
号
・
住
所
、
代
表
者

の
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ハ
ガ
キ
、

封
書
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Fax
４
６
１・
４
５

７
１
）
で
健
康
推
進
課
へ

※
受
講
無
料
。
電
話
申
込
は
不
可
。
１

回
の
申
込
で
何
人
で
も
申
込
可
。
事
前

連
絡
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
第
２
弾
】

日
時　

来
年
１
月
13
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容　

体
脂
肪
測
定
、
骨
密
度
測
定
な

ど
（
当
日
午
前
10
時
か
ら
整
理
券
を
配

布
・
定
員
あ
り
）、
健
康
相
談
、
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
結
核
・
肺
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診

申
込　

12
月
１
日
㈮
〜
13
日
㈬
（
当

日
消
印
有
効
）
に
「
１
月
13
日
の
検
診

希
望
」、
受
診
者
全
員
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
希
望
す
る

検
診
や
測
定
の
種
別
・
希
望
時
間
（
午

前
10
時
、
10
時
30
分
、
11
時
、
11
時
30

分
）、代
表
者
の
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

ハ
ガ
キ
、
封
書
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Fax

４
６
１・４
５
７
１
）
で
健
康
推
進
課
へ

※ 

電
話
申
込
不
可
。
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
結
果
は
書
面
で
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
１
回
の
申
込
で
何
人
で

も
申
込
可
。
希
望
の
時
間
に
は
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

い
ず
れ
も

場
所　

い
こ
ら
も
〜
る
泉
佐
野

対
象　

市
民

共
催　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

協
力　

い
こ
ら
も
〜
る
泉
佐
野
、
一
般

社
団
法
人 

ら
ふ
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
、
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
応
援
団

問
合
先　

健
康
推
進
課

そ
の
他

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史
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文
化
・
教
養

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
気
軽
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
！

　

年
齢
や
経
験
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
27
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
人

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

受
講
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

室
内
用
の
運
動
靴
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

11
月
１
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

15
分
間
の
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で

血
行
を
促
進
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
？
入
浴
困
難
な
高
齢
者
に
も
お

す
す
め
で
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
１
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
地
域
健
康
教
室

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
で
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
や
軽
体
操
な

ど
、
1
回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
終
了
後
に
は
無
料
で
入
浴
も
で

き
ま
す
（
入
浴
は
任
意
で
す
）。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
11
月
の
テ
ー
マ
】

「
ロ
コ
モ
っ
て
な
ー
に
」
紙
芝
居
で
楽

し
く
学
べ
る
健
康
講
座
！

【
12
月
の
テ
ー
マ
】

場　所 開催日 時　間

白水湯
（鶴原2丁目6-25）

11月9日
（第2木曜日）

女性：午後2時30分～
男性：午後3時10分～

羽倉崎温泉
（東羽倉崎町6-10）

11月16日
（第3木曜日）

女性：午後2時30分～
男性：午後3時10分～

なごみ湯
（笠松1丁目3-23）

12月7日
（第1木曜日）午後2時10分～

「
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
筋
力
ア
ッ
プ

術
」
こ
け
な
い
！
骨
折
し
な
い
！
カ
ラ

ダ
を
作
る
！

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家
族

問
合
先　

高
齢
介
護
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※開始10分前より先着順で受付（定員あり）

■
市
民
の
為
の
文
化
講
演
会

日
時　

11
月
18
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト 

４
階
真
珠
の
間

内
容
・
講
師　
「
古
く
て
新
し
い
感
染

症
の
怖
さ 

〜
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
ジ
カ
熱
な
ど
〜
」
上

田
重
晴
さ
ん
（
大
阪
大
学 

名
誉
教
授
）

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

共
催　

不
二
製
油
株
式
会
社
、（
医
）

龍
志
会
Ｉ
Ｇ
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
ん
く
う
メ
デ
ィ
カ

ル
プ
ラ
ザ
（
リ
メ
ッ
プ
）（
☎
４
７
３
・

５
５
１
０
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

各
種
健
康

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

■
世
界
糖
尿
病
デ
ー　

り
ん
く
う
健
康
フ
ェ
ス
タ

　

11
月
14
日
は
、
世
界
保
健
機
関
（W

HO

）が
定
め
た
世
界
糖
尿
病
デ
ー
で
す
。

す
で
に
糖
尿
病
に
罹
患
さ
れ
て
い
る
人

や
糖
尿
病
予
備
軍
の
人
な
ど
、
糖
尿
病

や
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
広
く
知
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
、
予
防

ま
た
は
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
な
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

２
階
外
来
ロ
ビ
ー

内
容　

医
師
に
よ
る
医
療
講
演
、
理
学

療
法
士
に
よ
る
簡
単
体
操
、
無
料
血
糖

値
測
定
・
血
圧
測
定
・
内
臓
脂
肪
測
定
、

塩
味
テ
ス
ト
、
フ
ー
ド
モ
デ
ル
を
利
用

し
た
食
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
、
医
療
従
事
者

に
よ
る
相
談
ブ
ー
ス
な
ど

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

共
催　

泉
佐
野
市

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

　

11
月
の
「
市
民
大
学
健
康
講
座
」「
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
」
は
休
講
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

相　

談

健　

康

そ
の
他

福　

祉

歴　

史

■
公
益
財
団
法
人 

在
宅
医
療
助
成
勇
美

記
念
財
団
助
成
事
業
市
民
講
座

「『
在
宅
医
療
』
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

〜
家
で
最
期
ま
で
療
養
し
た
い
人
に
〜

　

が
ん
患
者
が
こ
の
地
域
で
安
心
し

て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
場
所
は
？

「
病
院
」「
緩
和
ケ
ア
病
棟
」「
最
期
ま

で
過
ご
せ
る
老
人
ホ
ー
ム
」
そ
し
て
、

家
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
か
け
に

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
答
え
す
る
、
座
談

会
形
式
の
市
民
講
座
で
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈰ 

午
後
２
時
〜
５
時

（
受
付
：
１
時
30
分
〜
）

場
所　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

り
ん
く
う
教
育
研
修
棟 

３
階
大
会
議
室

内
容　

●
講
演「
な
ん
で
そ
ん
な
に
早
く
退
院
っ

て
言
わ
れ
る
の
？
〜
今
の
病
院
の
役
割
」

南　

孝
美
（
一
般
社
団
法
人
ら
ふ 

理
事
）

●
座
談
会
「
た
っ
ぷ
り
み
ん
な
で
聞
い

て
み
よ
う
！
話
し
て
み
よ
う
！
〜
正
し

い
情
報
は
、
不
安
や
疑
問
を
安
心
に
変

え
ま
す
〜
」

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
市
民
優
先

申
込
・
問
合
先　

一
般
社
団
法
人 

ら
ふ

（
下
瓦
屋
３
丁
目
15
番
９-

７
０
９
号 

☎

４
６
８・８
３
９
５ 

ｅ
メ
ー
ル
：info@

laugh-sensyu.org

）
へ 

※
参
加
無
料
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文
化
・
教
養

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
小
・
中
学
生
の
陶
芸
教
室

〜
来
年
の
ひ
な
祭
り
の

ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う
〜

日
時　

11
月
18
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

11
月
11
日

㈯
・
12
日
㈰
の
午

前
10
時
〜
午
後
４

時
に

■
館
長
講
演
会

「
我
が
国
最
初
の
仏
教
寺
院
とそ

の
役
割
」

〜
飛
鳥
寺
・
法
隆
寺
・
四
天
王
寺
〜

日
時　

11
月
18
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
受
付
：
１
時
〜
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
邉
征
夫
（
館
長
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
受
講
無
料 

■
和
泉
監
正
税
帳
の
世
界 

第
４
回

「
和
泉
監
正
税
帳
を
読
む
」

日
時　

11
月
11
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
受
付
：
１
時
〜
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
村　

歩
（
副
館
長
）

資
料
代　

５
０
０
円

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

■
古
文
書
講
座

「
古
文
書
を
読
む
」（
全
４
回
）

〜
古
文
書
学
的
読
解
〜

開
催
日
・
内
容

●
11
月
25
日
㈯
…
古
文
書
学
入
門

●
12
月
９
日
㈯
…
律
令
国
家
と
文
書

●
12
月
24
日
㈰
…

中
世
文
書
の
読
み
方
・
調
べ
方

●
来
年
１
月
13
日
㈯
…

中
世
の
文
書
を
読
む

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
：
１
時
〜
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

■
土
曜
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ま
ゆ
玉
で
サ
ン
タ
人
形
をつ

く
ろ
う
！
」

　

工
夫
す
れ
ば
サ
ン
タ
以
外
も
作
れ
る

か
も
？

日
時　

11
月
26
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
最
終
受
付
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
で 

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

11
月
18
日
㈯　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
Ｌ
ｅ
ｔ
‘
ｓ
★
ダ
ン
ス
！

〜
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
〜

　

み
ん
な
で
楽
し
く
一
緒
に
踊
り
ま

し
ょ
う
。

日
時　

12
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
田
厚
子
さ
ん

（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込
・
問
合
先　

11
月
１
日
㈬
以
降
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９・
７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
児
〜

就
学
前
・
若
干
名
）
あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に 

■
健
康
セ
ミ
ナ
ー
第
２
弾

〜
健
康
の
秘
訣
は
健
や
か
な
腸
か
ら
〜

　

腸
ト
レ
で
ミ
ル
ミ
ル
元
気
！
体
操
や

ク
イ
ズ
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
楽
し
く
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
試

飲
と
粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

 

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
川
真
早
美
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱ 

広
報
係
長
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
７
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５
・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
22

日
㈬
ま
で　

※
受
講
無
料 

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
11
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
11
月
16
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜

●
着
付
教
室
…
11
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
11
月
21
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜

※
申
込
は
開
催
日
の
３
日
前
ま
で 

そ
の
他

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史

■
お
し
ゃ
れ
に
古
布
展
示
会

日
時　

11
月
11
日
㈯　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
入
場
無
料

■
恒
例
朝
市

日
時　

11
月
18
日
㈯　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
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文
化
・
教
養

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
第
32
回

泉
南
地
区
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

泉
南
地
区
の
合
唱
団
22
団
体
が
出
演

し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈷ 

午
後
１
時
〜

（
開
場
：
午
後
０
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

大
ホ
ー
ル

主
催　

泉
南
地
区
合
唱
連
盟

問
合
先　

細
川
（
☎
４
３
３・３
９
５
６
）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料

■
佐
野
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
10
回
定
期
演
奏
会

　

泉
佐
野
市
で
活
躍
し
て
い
る
吹
奏
楽

団
の
演
奏
会
で
す
。
吹
奏
楽
の
曲
か
ら

み
な
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
曲
ま
で
幅
広

く
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈰ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
１
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

曲
名　

オ
リ
エ
ン
ト
急
行（
Ｐ
．
ス
パ
ー

ク
）、
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
メ
イ

ン
テ
ー
マ
、
故
郷
の
空 in Sw

ing

、
ふ

と
ん
た
た
き
の
マ
ー
チ
、
他
に
も
ア
ニ

メ
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
曲
が
盛
り
だ
く
さ
ん

問
合
先　

上
山
（
☎
０
９
０
・
７
７
６

３
・
２
０
７
４ 

ｅ
メ
ー
ル
：info@

sa
now

inds.net 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：ht

tp://sanow
inds.net/

）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料

■
第
40
回

ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」「
こ
こ
ろ
の
再
生
府
民
運

動
推
進
月
間
」
で
す
。
み
ん
な
で
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
19
日
㈰ 

　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

集
合
・
解
散
場
所　

長
南
小
学
校

コ
ー
ス

●
長
南
小
学
校
↓
蟻
通
神
社
↓
上
之
郷

小
学
校
↓
新
滝
の
池
↓
下
村
町
公
民
館

↓
長
滝
墓
地
↓
長
南
小
学
校

●
長
南
小
学
校 

↓
長
滝
墓
地
↓
下
村
町

公
民
館
↓
新
滝
の
池
↓
上
之
郷
小
学
校

↓
蟻
通
神
社
↓
長
南
小
学
校

※
上
之
郷
小
学
校
で
昼
食
を
と
り
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
下
の
市
内
在
住
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
、
敷
物
な
ど

※
昼
食
は
青
少
年
指
導
員
が
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

主
催　

泉
佐
野
市
青
少
年
指
導
員
連
絡

協
議
会

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

申
込　

11
月
６
日
㈪
ま
で
に
各
保
育
園
、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
ま

た
は
学
校
教
育
課
へ

問
合
先　

泉
佐
野
市
青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
）

※
参
加
無
料

■
第
30
回
関
西
矯
正
展

　

受
刑
者
な
ど
が
社
会
復
帰
を
目
指
し

て
刑
務
作
業
に
取
り
組
む
姿
や
刑
事
施

設
で
行
わ
れ
て
い
る
刑
務
作
業
に
つ
い

て
広
報
を
行
う
ほ
か
、
会
場
で
は
実
際

に
受
刑
者
が
製
作
し
た
刑
務
所
作
業
製

品
の
展
示
、
即
売
、
所
内
見
学
、
各
種

団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰ 

午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
12
日
㈰
は
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
）

場
所　

大
阪
刑
務
所
内
特
設
会
場
（
Ｊ

Ｒ
「
堺
市
」
駅
西
口
か
ら
徒
歩
５
分
、

南
海
「
堺
東
」
駅
北
口
か
ら
徒
歩
10
分
）

問
合
先　

大
阪
刑
務
所
作
業
部
門
（
☎

０
７
２・
２
３
８
・
８
２
６
９ 

Fax
０
７

２・
２
３
８
・
８
２
８
９
）

※
入
場
無
料 

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

て
く
て
く
ツ
ア
ー
（
予
約
制
）

【
晩
秋
の
熊
野
街
道
を
歩
く
】

　

大
坂
夏
の
陣
の
緒
戦
が
行
わ
れ
た
樫

井
古
戦
場
跡
碑
な
ど
熊
野
街
道
を
歩
き
、

激
戦
の
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈯ 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
頃

※
当
日
午
前
７
時
に
警
報
が
発
令
時
は

中
止

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
長
滝
」
駅

解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
新
家
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
蟻
通
神
社
↓
八
丁
畷

地
蔵
↓
塙
団
右
衛
門
直
之
五
輪
塔
↓
樫

井
王
子
↓
奥
家
住
宅
↓
淡
輪
六
郎
兵
衛

宝
篋
印
塔
↓
樫
井
古
戦
場
跡
碑
↓
海
会

寺
跡
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
↓
山
田

家
住
宅
↓
解
散
（
約
６
㎞
）

■
第
40
回 

寒
蘭
展
示
会

日
時

●
11
月
11
日
㈯ 

正
午
〜
午
後
5
時

●
11
月
12
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

問
合
先　

泉
州
愛
蘭
会

（
池
内 

☎
４
６
２・
３
３
７
４
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

【
重
要
文
化
的
景
観
・
日
根
荘
大
木
の

農
村
風
景
を
歩
く
】

　

日
根
荘
国
史
跡
の
寺
社
を
辿
り
な
が

ら
（
文
化
財
の
公
開
あ
り
）、
大
阪
府

初
の
重
要
文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
村
風
景
を
満
喫
し
ま
す
。

日
時　

12
月
10
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
頃

集
合
場
所　
「
中
大
木
」
バ
ス
停

解
散
場
所　
「
境
界
橋
」
バ
ス
停

※
「
日
根
野
」
駅
か
ら
「
中
大
木
」
バ

ス
停
ま
で
バ
ス
で
約
15
分
、「
境
界
橋
」

バ
ス
停
か
ら
「
日
根
野
」
駅
ま
で
バ
ス

で
約
13
分
で
す
。

コ
ー
ス　

集
合
↓
火
走
神
社
↓
毘
沙
門

堂
↓
蓮
華
寺
跡
↓
香
積
寺
跡
↓
西
光
寺

↓
禅
徳
寺
↓
長
福
寺
跡
↓
円
満
寺
↓
解

散
（
約
７
㎞
）

い
ず
れ
も

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
4

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４

５
８・３
９
０
１ 

Fax
４
１
５・１
４
２
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rin

ku.zaq.ne.jp

）

※
当
日
の
催
行
確
認
は
午
前
７
時
以
降

に
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・
３
９
０
１

（
緊
急
連
絡
先
）
へ

相　

談

健　

康

そ
の
他

福　

祉

歴　

史
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文
化
・
教
養

■
地
場
「
ヤ
サ
イ
」
即
売
会

　

地
元
の
新
鮮
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま

す
。

日
時　

11
月
26
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所　

泉
佐
野
漁
協
青
空
市
場 

駐
車
場

問
合
先　

泉
佐
野
市
農
産
物
地
産
地
消

推
進
協
議
会
（
農
林
水
産
課
内
）

■
泉
佐
野
市
少
年
少
女
合
唱
団

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

12
月
10
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
、
午
後
４
時
〜

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野

問
合
先　

生
涯
学
習
課

（
☎
４
６
９
・
７
１
３
２
）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料 

■
府
営 
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
巨
樹
探
訪
！

公
園
予
定
地
で
紅
葉
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」

　

元
大
阪
府
立
大
学
教
授
の
前
中
さ
ん

の
解
説
で
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ヤ
マ
モ
モ

な
ど
の
巨
樹
巡
り
と
紅
葉
を
楽
し
む
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
で
す
。
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
巨
樹
を
間
近
で
見
て
み
ま

せ
ん
か
？
圧
巻
の
大
き
さ
で
す
！

　

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
26
日
㈰

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
０
時
20
分

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
無
料
駐

車
場
あ
り

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
み
物
、弁
当
（
必
要
な
人
）

※
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
で
。
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動

販
売
機
あ
り

申
込
・
問
合
先　

11
月
23
日
㈷
ま
で

（
月
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
4
時（
11
月
23
日
㈷
は
正
午
ま
で
）

に
電
話
で
泉
佐
野
丘

陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
７
・
２

４
９
１
）
へ

※
参
加
無
料
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://

izum
isano-kyuryo.

jp/

）
か
ら
も
申
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採用・募集採用・募集

防衛省自衛官
【高等工科学校生徒】
●国家公務員の身分と待遇
・期末手当年2回
・週休2日制、祝日、年末年始休
暇など
・被服類、寝具、食事、宿舎費
は無料
●提携する通信制高等学校（神奈
川県立横浜修悠館高等学校）に編
入学し、生徒課程修了時に高等学
校の卒業資格を取得可
●「学び」が仕事
・中堅技術者養成、将来の幹部
自衛官へ
応募資格　日本国籍を有する中卒
（来春卒業見込み含む）～17歳未
満の男子
受付期間
●推薦…11月1日㈬～12月1日㈮
●一般…

11月1日㈬～来年1月9日㈫

【自衛官候補生】
　所要の教育を経て、3ヵ月後に

第5次泉佐野市総合計画
策定審議会委員

　平成31年度から始まる第5次
泉佐野市総合計画の策定にあた
り、市の将来を検討するための
委員を募集します。
応募資格　平成11年4月1日以
前に生まれた市内在住・在勤者
※国・地方公共団体の議会の議員、
本市職員および市立小・中学校に
勤務する常勤職員は除く
募集人数　4人
任期　委嘱日～平成31年3月31日
※委員の委嘱および第1回審議
会は、来年2月下旬頃を予定。審
議会は、任期期間中に10回程度
を予定し、平日の日中または夜
の開催となります。
申込・問合先　11月6日㈪～24
日㈮（必着）に次の書類（政策推
進課で配布）を郵送、ｅメールま
たは直接（土・日曜日、祝日を除
く）政策推進課（〠598-8550 泉
佐野市役所 政策推進課 ｅメール：
seisaku@city.izumisano.lg.jp）へ
●泉佐野市総合計画策定審議会
委員応募申込書（所定の様式）
●「泉佐野市の将来像について」
をテーマにした800字程度の作
文（書式自由）
※申込書、作文用紙は市ホームペー

大阪府立環境農林水産総合研究所
農業大学校 平成30年度学生
受験資格　高等学校を卒業（来
春卒業見込み含む）、または同等
の学力があり、卒業後に府内で
農業関係に従事する志のある人
（年齢制限なし）
募集期間　

11月27日㈪～12月8日㈮
試験日　12月14日㈭
問合先　農業大学校事務室
　　　　（☎072-979-7032）

ジ（http://www.city.izumisano.
lg.jp/seisui.html）からダウンロー
ドもできます。
　結果は12月中に通知します。 
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2等陸・海・空士に任用。
応募資格　18歳以上27歳未満の人
受付期間　年間を通じて行ってい
ます。
問合先　
自衛隊大阪地方協力本部 岸和田
地域事務所（☎426-0902）
※詳しくは問い合わせてください。 
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都市計画案（大阪府決定）
の縦覧

　関係する住民および利害関係
人は縦覧期間満了日までに意見
書を提出することができます。
【大阪府決定案件】
南部大阪都市計画住宅市街地の
開発整備の方針の変更
縦覧期間　11月13日㈪～27日㈪
の平日開庁時間
縦覧場所
●府庁別館3階 都市計画室計画
推進課
●市 都市計画課
意見書の提出・問合先
府 都市計画室計画推進課

（☎06-6944-6776） 

過重労働解消キャンペーン
　「過労死等防止啓発月間」の一
環として実施します。 この期間中、
過重労働解消のため企業への重点
監督を実施し、重大・悪質な法違
反が確認された場合は送検し、公
表することがあります。
【重点監督時に重点的に確認する
事項】
●時間外労働・休日労働が、36
協定（時間外労働・休日労働に
関する協定）の範囲内であるか
確認し、法違法が認められた場
合は是正指導をします。
●賃金不払残業が生じていない
か確認し、法違反が認められた
場合は是正指導をします。
●労働者の労働日ごとの始業・
終業時刻が適切に把握されてい
なければ、労働時間を適正に把
握するよう指導をします。
●長時間労働者を行った労働者
に対する医師による面接指導な
どの健康確保措置が確実に講じ
られていなければ指導をします。
問合先　岸和田労働基準監督署
　　　　（☎498-1012）

介護就職デイ
　福祉関係求人の就職面接会を
開催します。求人企業と直接話
ができる貴重な機会ですので、
経験者・未経験者を問わず、ぜ
ひ参加してください。
日時・内容　11月13日㈪
●午後1時～3時・セミナー
「はじめよう！介護のお仕事」
●午後2時～4時・面接会
※セミナーだけの参加も歓迎
場所・問合先　ハローワーク泉佐
野 職業相談部門（☎463-0565 
ホームページ http://osaka-hello
work.jsite.mhlw.go.jp/list/sano） 

合同就職面接会
出展企業募集！

　市が開催する、就職を希望する
人を対象にした「合同就職面接会」
に、求人企業として出展してもら
える企業を募集します。
【合同就職面接会】
日時　来年1月20日㈯
　　　午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール
出展申込・問合先　11月30日㈭
までに、まちの活性課へ
※出展無料。連絡をいただければ、
出展について説明させていただき
ます。 

事業者のみなさんへ
労働保険の成立手続き

　労働保険とは、「労災保険」と
「雇用保険」とを総称した言葉で
政府が管掌する強制保険です。労
働者を一人でも雇用していれば、
加入手続きを行わなければなりま
せん。
　詳しくは、大阪労働局のホーム
ページをご覧ください。
問合先　大阪労働局（ホームペー
ジ：http://osaka-roudoukyoku.
jsite.mhlw.go.jp/）
●雇用保険適用・事務組合課

（☎06-4790-6340）
●雇用保険課（☎06-4790-6320）

大阪労働局委託事業
大阪府最低賃金

総合相談支援センター
～経営・労務でお悩みの

中小企業のみなさんへ～
●最低賃金の引き上げの影響が
大きい中小企業の経営面、労務
面の様々な悩みについて、専門
家がワンストップで対応する無
料相談窓口を設けています。ま
た、個別課題の分析・検討を行
う専門家を無料で派遣します。
●「業務改善助成金」の申請方法
などの相談をお受けします。業務
改善助成金とは、生産性向上のた
めの設備投資などを行って、事業
場内の最低賃金を一定額以上引き
上げた場合、条件を満たせばその
設備投資などの費用の一部が助成
される中小企業向けの制度です。
問合先　大阪府最低賃金総合相
談支援センター（月～金曜日 午
前9時～午後5時 0120-570-
937） 

寄贈
（9月5日受付）
【児童の安全対策推進のために】
●交通安全横断旗240本…

大阪泉州農業協同組合

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（9月受付分）

●10万円…人生道場
●ベルマーク819.6点…匿名
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　　出会いの機会創出事業
ミライカレッジ泉佐野

～泉佐野市主催の結婚支援イベント～
　ホテルブッフェ＆パティシエ特製スイーツを楽しみな
がら交流できる婚活イベントです。1対1のお見合いタイ
ムで異性全員と話せるほか、全国で活躍する「婚活マス
ター」によるアドバイスも受けられます！会社帰りに気
軽に参加してください。
日時　11月24日㈮ 午後7時～9時30分（受付：6時45分～）
場所　スターゲイトホテル関西エアポート（りんくう往
来北1）2階ペストリー
カフェ「パティステージ」
対象　
20歳以上の独身男女
定員　男女各20人
（申込多数の場合は抽選）
参加費　1,800円
申込　「ミライカレッジ泉
佐野」公式ページ（http://
miraicollege.jp/izumisa
no/）から
問合先　子育て支援課 

今年も開催！
さのまち処市 in
りんくうプレミアム・アウトレット

　同じ「さの」という地名
から交流を深めている栃木
県佐野市と泉佐野市の特産
品をPRする物産展を行い
ます。水ナスあり佐野ラー
メンあり泉州タオルありの
楽しいイベントです。
　昨年は防災協定の締結
もあり、さらなる友好関
係を深めています。「イ
ヌナキン」、佐野ブランド
キャラクター「さのまる」
も登場します。
日時　11月19日㈰ 

午前10時～午後5時
※荒天中止
場所　りんくうプレミア
ム・アウトレット内（イン
フォメーション前広場）
問合先　市民協働課 

12月9日㈯開催
社協チャリティーバザー
～物品の提供にご協力を～

　収益金は市民の福祉活動に活
用します。販売する物品（日用
品、食料品、衣料品など新品に
限る）の提供にご協力ください。
受付期間　12月1日㈮まで
場所・物品受付・問合先
泉佐野市社会福祉協議 会

（☎464-2259）

理容店、美容店、クリーニング
店、めん類飲食店、一般飲食店
のお店選びは
「Sマーク登録店」を！

　Sマーク登録店は、厚生労働大
臣の認可を受け、次のことを正
しく表示している信頼できるお
店です。
●事故が発生した場合の賠償保険
●施設の設備の内容
●仕事やサービスの内容
問合先　（公財）大阪府生活衛生
営業指導センター（☎06-6943
-5603）
※詳しくは問い合わせてください。 
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

皇帝ダリア鑑賞会
　泉佐野皇帝ダリアの会（ボラ
ンティア団体）のみなさんが、
末広公園（末広小学校横）で皇
帝ダリアを育てています。11月
初旬から開花し、12月初旬頃ま
で楽しめます。
　約15㎝の淡いピンク色の花が
末広公園を彩り、晩秋の空にそび
え立つ姿を、ぜひご覧ください。
※粗品進呈、抽選会あり
日時　11月23日㈷ 
　　　午前９時30分～正午
※雨天決行
場所　末広公園（末広小学校横）
※駐車場あり（30分以内無料）
問合先　一般財団法人 泉佐野み
どり推進機構（☎466-2002） 
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泉佐野市農業祭
　市内農家が丹精込めて作った
農産物の展示や即売、模擬店な
どを行います。ぜひお越しくだ
さい。
日時　12月2日㈯
　　　午前10時～午後3時
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ広場（泉の森広場）
問合先　農林水産課、JA大阪泉
州中部営農センター（☎458-3
434）

　　小判型商品券（プレミアム付き）
「泉州長者小判」を販売

　泉佐野商業会連合会では、加盟店で1枚500円として利用できる小判
型商品券を1セット（12枚入り6千円相当）を5千円で販売します。
※来年1月31日㈬まで利用できます。つり銭はでません。また、現金と
の交換もできません。
販売　11月23日㈷ 午前11時～（売り切れ次第終了）
　　　スタンプ会事務所（りそな銀行横）、駅上商店街アーケード内

問合先　月・火・木・金曜日の午前10時～午後
4時にスタンプ会事務所（☎461-0283）へ
※1人（小学生以上）2口まで。11月23日㈷～
27日㈪に、現金すくい取りの歳末大売り出しを
開催します。 

サンタの宅配便
～素敵な夢をプレゼント～

　事前にお預かりしたクリスマス
プレゼントを、サンタクロースに
扮した青年団員がお家へお届けし
ます。
日時　12月23日㈷
　　　午後6時～9時頃
対象　中学生以下の市内在住者
定員　30家族

（申込多数の場合は抽選）
費用　子ども1人につき500円
申込・問合先　11月24日㈮（必
着）までに、往復ハガキの往信用
に①氏名（ふりがな） ②住所 ③電
話番号、配達を希望する子どもの
④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥性別
を、返信用に①住所 ②氏名を記入
し、〠598-0001上瓦屋610-3 泉
佐野市青年団協議会事務局（青少
年課内 ☎469-1106）へ
※結果は返信ハガキでお知らせし
ます。当選された人は12月15日
㈮までにプレゼントを泉佐野市青
年団協議会事務局までお持ちくだ
さい。

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ
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 泉州発！
大阪府下最大級の酒蔵祭り
　この秋、できたての新酒や地
元食材を使ったグルメ屋台など
が楽しめる「北庄司酒造店」主
催の第13回「秋の酒蔵祭」が開
催されます。
　蔵人が丹精こめて造りあげた
新酒が勢ぞろいします。また、
酒蔵2階「蔵しっくホール」や
屋外ステージでは、ミュージッ
クイベントなどが行われます。
　みなさんのお越しを蔵人一同
お待ちしています。
日時　11月23日㈷
　　　午前10時～午後4時　
※雨天決行
場所・問合先　北庄司酒造店
（日根野3173 ☎468-0850 JR「日
根野」駅から徒歩約15分）

同窓会応援！掲示板
第三中学校 還暦同窓会

日時　11月26日㈰ 正午～
場所　スターゲイトホテル関西
エアポート 5階クリスタルルーム
対象　市立第三中学校 昭和48年
3月卒業生〔昭和32年4月2日～昭
和33年4月1日生まれ〕
会費　10,000円
問合先
●男性…平松

（☎080-1462-2549）
●女性…山本（旧姓松岡）

（☎090-9712-2809）
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蟻通神社で「ありとほし薪能」が開催
　　　9月18日㈷、長滝の蟻通神社 舞殿において「第
4回 ありとほし薪能」が開催され、次第に暮れてゆく
空の下、たくさんの観客で賑わっていました。狂言、
独鼓などの公演の他、公演前には氏子の巫女神楽奉納
や能についてのわかりやすい解説もありました。

不二家泉佐野工場と「包括連携協定」を締結
　　　9月18日㈷、イオンモール日根野1階であいの広
場で株式会社不二家泉佐野工場と「包括連携協定」を締
結しました。この包括連携協定は、不二家さんのキャラ
クター「ペコちゃん」と泉佐野市公式キャラク
ター「イヌナキン」の友情連携および災害時の
不二家さんからの支援協力の協定となります。

バトントワーリング世界大会で３位入賞
　　　9月5日㈫、佐野中学校3年生の山田弦輝さんが、
8月に世界19ヵ国から約1,000人の選手たちがクロア
チアに集ったWBTFインターナショナルカップ2017
に出場し、ソロトワール男子ジュニア（エリート）の部
で3位に入賞したことを市長に報告に来てくれました。

ソフトボール全国大会で優勝（入賞）
　　　9月20日㈬、日根野中学校3年生の橘　奈津季
さんが、3月に東京で開催された第13回都道府県対抗
全日本中学生女子ソフトボール大会で大阪選抜チーム
のメンバーとして出場し、雨天により準決勝以降の試
合が行われず、4チーム同率で優勝（入賞）したこと
を市長に報告に来てくれました。

が バ

ソフトボボ ル全 大国大会で 勝優勝（（入賞）賞）

８80万人訓練で市役所防災訓練を実施
　　　9月5日㈫、府内で一斉に大阪880万人訓練が開
催されました。本市では午前9時より、市役所本庁舎
3階大会議室で「災害対策本部訓練」を、また市内各
小・中学校、公共施設でも地域防災支援員による「避
難所開設訓練」を実施しました。そして午前11時から
は庁舎の外で職員が水消火器班の初期消火活
動と、屋内消火栓班による消火活動を行う「自
衛消防訓練」を実施しました。

市民オーケストラ定期演奏会が開催
　　　9月3日㈰、エブノ泉の森 大ホールにおいて「泉
佐野市民オーケストラ　第40回記念定期演奏会」が行
われました。お馴染みの映画音楽やミュージカル曲の
ほか、重厚なブラームスの交響曲まで幅広く演奏され
ました。

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
このマークがついている画像は、スマートフォンなどのアプリ
をインストールすることで、動画も見ることができます。
※動画を見るには、下記のQRコードより市のホームページ

（http://www.city.izumisano.lg.jp/shiho/AR.html）にアクセスし、
AR（拡張現実）技術を使った無料アプリをダウンロードしてください。
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ＲUN伴2017 in 泉佐野が行われました
　　　「RUN伴」は認知症の人と一緒に、北海道から
沖縄までの約4千㎞を約1万3千人がタスキをつなぐイ
ベントで、今年も10月1日㈰に市長が泉佐野市のゴー
ル地点でタスキをつなぎました。さのぽカードのオープニングセレモニー

　　　10月1日㈰、観光おもてなしプラザ「泉佐野 ま
ち処」において「さのぽ誕生記念セレモニー」が実施
されました。みなさんもぜひ「さのぽ」カードをご利
用していただきますよう、よろしくお願いいたします。

水泳全国大会で３位入賞
　　　10月4日㈬、佐野中学校2年生の今村圭吾さん
が、8月に東京で開催された第40回全国JOCジュニア
オリンピックカップ夏季水泳競技大会に出場し、13～
14歳クラスの男子400m自由形において、3位に入賞
したことを市長に報告に来てくれました。

トランポリン全国大会で優勝
　　　9月26日㈫、北中小学校3年生の中井大翔さん
（前列左）と日根野小学校3年生の峰　琢磨さん（前列
右）が、7月に千葉県流山市で開催された第3回全日本
トランポリン競技ジュニア選手権大会において、団体
10歳以下男子の部に出場し、優勝したことを市長に報
告に来てくれました。

ザ・まつり in Izumisanoが開催
　　　9月24日㈰、泉佐野センタービル周辺において、
「ザ・まつり in Izumisano」が開催されました。
各町の勇壮なやりまわしやよさこいの演舞で、
たくさんの見物客も盛り上がりました。

大阪囲碁大会で優勝
　　　9月25日、第43回SC（シニアクラブ）大阪囲
碁大会の「有段上位者クラスの部」で泉佐野市長生会
連合会囲碁部の小園紀宏部長が、「級位者の部」で湯
川鐡男副部長が優勝をされたことを、市長へ報告に市
役所を訪問してくれました。

本市出身の書道家が書を寄贈
　　　9月25日㈪、本市出身の書道家 上平梅径さん
が市役所へ訪問し、書を寄贈していただきました。上
平さんは他業種とのコラボレーションやライブイベン
トといった新たな書道の道を開拓されている書道家で
す。

ん
ア
～
賞

ザ が開催

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！
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泉佐野りんくう映画祭　　
　　　～りんくうパピリオ × J:COM のコラボレーション企画！～

　りんくうパピリオ星の広場に4.5m×3.5mの巨大スクリーンが登場！大迫力の画面で3つ
の映画が楽しめます。泉州出身の監督作品、国際映画祭受賞作品、子供向け映画の3つ
に加え、当日は映画音楽ピアノミニコンサートも開催します。
時間　午後1時～6時30分
場所　りんくうパピリオ星の広場（りんくうタウン駅ビル内）
内容　●オープニングセレモニー
　　　●ピアノミニコンサート
　　　●泉州出身 岸本景子監督作品「ある夏の送り火」上映
　　　●Peacemaker主催 グローバルフィルムフェスティバル受賞作品上映
　　　●「りんくうパピリオ」コマ撮りワークショップ動画発表
　　　●J:COMりんくう「ミニオンズ」上映
問合先　りんくうパピリオ統括管理（山田 ☎080-3551-6340 eメール：rinkupapillio@xymax.co.jp）
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　9月分 約3,506ｔ（前年同月比 ＋4＋4.96.96％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
9月末日現在9月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,783人○ 市内人口　100,783人（（±0±0人）人）
○○ 男　　　　  48,644人 男　　　　  48,644人（（+7+7人）人）
○○ 女　　　　  52,139人 女　　　　  52,139人（（－7－7人）人）
○○ 世帯数　　  46,130世帯（+45世帯） 世帯数　　  46,130世帯（+45世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

　「さのぽ」カードを活用した
　　　泉佐野市プレミアム商品券　 

　　～一般販売～
　泉佐野ポイントカード「さのぽ」に購入金額分のポイントをチャージし、加盟店で
代金支払いの際にカードを提示するとポイントが使用できます（紙による商品券の発行はありません。ポイ
ントチャージの際は「さのぽ」カードの所有が必要です）。
対象　18歳以上の市内在住者（10月1日時点）
価格　1セット 10,000円（10,000円+2,000円分のポイントが付きます）
利用期間　12月1日～来年2月28日（詳細は当選者にお知らせします）
販売数　5千セット（応募多数の場合は抽選）
使用可能店舗　「さのぽ」加盟店
※加盟店は順次増えていきますので、最新の情報は「さのぽ」ホームページ（https://sanopo.
com/）で確認してください。目印ののぼり・タペストリー・ステッカーがある店舗で使用できます。
応募期間　11月1日㈬～20日㈪（当日消印有効）
応募条件　先行販売で落選した人、先行販売で応募していない人
※「さのぽ」カードを持っていなくても応募可
応募方法　往復はがきの往信用裏面に応募者の①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④生年月日と年齢 
⑤電話番号 ⑥購入希望数（3セットまで） ⑦「さのぽ」カード№（持っている人のみ）を、返
信用に応募者の郵便番号、住所、氏名を記入し、〠598-0011 高松北1丁目2-40 南部織物会
館3階 （一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会へ
抽選結果　11月28日㈫以降に返信はがきで応募者全員に通知（当選者の手続き方法などを含む）
留意事項
●1人3セットまで申込可。往復はがき1枚で1人、応募時に申し込んだセット数は変更できません。
●応募は1人1枚限り、複数枚の応募は無効とします。
●応募内容の記載漏れなど、不備がある場合は無効となることがあります。
●応募はがきは受付期間内の消印を有効とし、期間前を含む期間外に届いたものは無効とします。
●抽選は無作為抽選とし、当選・落選およびやむを得ない場合以外の結果の問い合わせにはお答えできません。
●「さのぽ」カードについて、詳しくは広報10月号またはホームページをご覧ください。
問合先　泉佐野ポイントカード会 一般問い合わせ窓口（観光おもてなしプラザ 泉佐野 まち処内 上町3丁目
8-12 ☎469-7500 祝日を除く月～金曜日 午後1時～7時）
※カード発行は泉佐野 まち処（月～金曜日 午後1時～11時、土・日曜日・祝日 午後4時～11時）、加盟店へ
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料！

◆映画祭記念 コマ撮りワークショップ参加者募集！
　詳しくは、QRコードから「りんくうパピリオfacebook」をご覧ください。

©2015 Universal Studios. 
All Rights Reserved.
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